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第
一
節

主
要
外
国
の
第
二
次
大
戦
後
の
教
育

わ
が
国
の
近
代
化
は
明
治
維
新
以
後
で
あ
り
、
教
育
の
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
で

あ
る
。
反
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
に
比
べ
て
他
律
的
@
外
発
的
な
性
格
を
そ
な
え

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
は
明
治
時
代
の
富
国
強
兵
制
度
に
よ
り
西

欧
近
代
国
家
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
た
め
、
宿
命
的
に
そ
の
よ
う
な
性
格
を
内
包
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
日
本
社
会
近
代
化
の
個
性
の
根
源
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
い
さ
さ
か
時
代
を
遡
源
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
わ
が
国
が
近
代
初
期
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
の
は
、
織
田
信
長
(
一
五
=
一
四
一
一
五
八
二
)
の
時
代

で
あ
る
が
、
こ
の
短
い
時
期
に
お
け
る
日
本
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
態
度
は
後
進
社
会

と
し
て
の
学
び
方
で
は
な
く
、
真
に
世
界
的
同
時
代
を
同
時
代
と
し
て
学
ぶ
と
い
う

輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
民
族
に
そ
の
能
力
の
あ
る
こ
と
を
十
分
に
示
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
長
崎
に
来
航
し
た
の
は
一
五
六
七
年
で
あ
っ

た。

Vo1.28-A， 平成 5年，第28号A，愛知工業大学研究報告，

又
、
幕
末
@
明
治
維
新
の
段
階
で
、
日
本
は
進
ん
で
西
洋
の
文
明
を
と
り
い
れ
、

自
国
を
近
代
的
国
家
へ
と
急
速
に
成
長
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
教
養
の
世

界
に
お
い
て
も
事
態
は
変
わ
ら
な
い
。
本
書
に
展
開
さ
れ
て
い
る
西
洋
教
育
の
流
れ

は
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
一
挙
に
明
治
期
日
本
の
教
育
の
形
成
に
接
近
し
、
影
響
を

与
え
る
の
で
あ
る
①
。

明
治
前
半
期
に
お
い
て
、
わ
が
国
は
ひ
た
す
ら
西
洋
の
文
物
を
接
取
し
て
、
前
近

代
的
な
秩
序
や
観
念
を
除
去
す
る
こ
と
を
急
務
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
明
治
後
半

期
に
お
い
て
は
、
天
皇
制
政
権
の
も
と
に
資
本
主
義
的
@
帝
国
主
義
的
近
代
強
固
と

し
て
の
日
本
を
形
成
し
推
進
す
る
と
い
う
方
向
が
軌
道
に
の
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
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前
半
期
に
お
け
る
欧
化
主
義
の
風
潮
に
対
す
る
後
半
期
の
国
家
主
義
の
台
頭
と
い
う

趨
勢
は
、
以
上
の
よ
う
な
推
移
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
先
進
資
本
主
義

諸
国
の
国
際
的
圧
力
の
下
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
が
近
代
的
市
民
国
家
(
市
民
社
会
)

を
短
日
月
裡
に
創
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
至
難
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
達
成

の
た
め
に
は
、
一
方
で
は
単
線
的
@
民
主
的
な
国
民
教
育
制
度
に
よ
っ
て
国
民
の
能

力
@
才
能
が
解
放
さ
れ
発
育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
は
、

解
放
e

発
育
さ
れ
た
能
力
a

才
能
が
国
家
的
に
結
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明

治
維
新
の
社
会
変
革
は
、
幕
藩
体
制
下
に
あ
っ
て
は
志
を
得
な
か
っ
た
下
級
士
族
階

層
の
有
能
な
る
子
弟
の
才
能
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
放
を
中
心
と
し
て
遂
行
さ
れ
、
そ

れ
以
後
、
士
族
階
層
に
次
い
で
庶
民
上
層
部
、
さ
ら
に
は
そ
の
中
層
部
へ
と
解
放
の

方
向
が
し
だ
い
に
拡
大
@
拡
散
さ
れ
て
き
た
の
が
、
白
木
社
会
の
近
代
化
の
現
実
の

過
程
で
あ
る
。
当
初
、
武
土
が
市
民
と
な
る
方
向
が
主
導
的
な
基
軸
と
な
っ
て
、
日

本
国
民
の
市
民
化
が
し
だ
い
に
広
汎
に
推
進
せ
し
め
ら
れ
た
と
云
え
る
。
す
な
わ
ち
、

武
土
道
的
精
神
が
台
木
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
近
代
市
民
文

明
が
接
木
さ
れ
た
と
い
う
の
が
明
治
初
期
日
本
の
近
代
化
の
様
相
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
ま
た
近
代
日
本
に
お
け
る
文
化
@
教
育
を
規
定
す
る
有
能
な
要
因
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
明
治
一
年
一
月
三
日
、
王
制
復
古
の
大
号
令
が
発
投
ら
れ
、
同
年
九

月
三
日
に
は
江
戸
は
東
京
と
改
め
ら
れ
、
明
治
四
年
八
月
二
九
日
に
は
廃
藩
置
県
の

認
書
が
発
せ
ら
れ
、
明
治
五
年
九
月
五
日
に
は
学
制
が
領
布
さ
れ
た
。
即
ち
我
が
国

の
学
校
制
度
は
す
で
に
明
治
五
年
の
「
学
制
序
文
」
(
被
仰
出
書
)
に
端
を
発
す
る
こ

と
で
は
あ
る
が
、
明
治
憲
法
の
発
布
に
よ
る
国
家
権
力
機
構
の
法
制
的
確
立
と
、
そ

の
国
家
権
力
を
主
導
力
と
す
る
富
国
強
兵
政
策
の
遂
行
と
は
、
全
国
の
中
産
階
級
の

子
弟
に
各
自
の
力
量
才
能
に
よ
る
立
身
出
世
の
途
を
聞
き
、
か
れ
ら
は
、
あ
る
い
は

ハ
u
d
生
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帝
国
大
学
を
経
て
官
史
や
実
業
家
と
な
り
、
あ
る
い
は
幼
年
学
校
。
士
官
学
校
ま
た

は
兵
学
校
を
経
て
陸
@
海
軍
軍
人
と
な
っ
た
。
国
家
権
力
に
直
結
す
る
官
僚
・
軍
人
a

資
本
家
は
、
全
国
の
中
産
階
級
(
そ
こ
に
は
地
方
農
村
の
地
主
e

名
望
家
層
、
す
な

わ
ち
先
述
の
田
舎
紳
士
層
が
重
要
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
く
)
の
有
能
な
子
弟
の
な

か
か
ら
、
た
え
ず
後
継
者
を
育
成
し
、
自
ら
の
陣
営
に
吸
い
上
げ
た
の
で
あ
る
②
。

そ
れ
は
「
近
代
化
し
に
由
有
な
方
法
意
識
を
欠
い
た
和
魂
洋
才
的
(
折
衷
主
義
的
)

国
家
権
力
や
指
導
層
に
よ
っ
て
性
格
づ
け
ら
れ
た
白
木
独
特
の
歪
め
ら
れ
た
市
民

化
@
民
主
化
の
道
程
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
以
降
の
わ
が
国
の
め
ま
ぐ
る
し
く
続
く
教
育
制
度
の
改
廃
お
よ
び
展
開
は
、

ま
さ
に
肢
行
的
@
従
属
的
な
歩
み
に
ほ
か
な
ら
ず
、
近
代
日
本
教
育
の
展
開
に
大
き

な
制
約
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
一
口
で
い
え
ば
寸
後
進
性
し
の
問
題
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
一
般
に
後
進
性
と
い
う
概
念
は
、
し
ば
し
ば
誤
っ
て
機
械
的
に
解
さ

れ
る
よ
う
に
、
た
ん
に
歴
史
的
発
展
段
階
が
序
列
の
低
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
古
い
も

の
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
発
展
を
遅
ら
せ
古
い
状
態
に
停
滞

さ
ぜ
る
条
件
が
き
わ
め
て
現
在
的
な
力
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
た
ん
に
遅
れ
を
取
り
も
ど
し
、
す
で
に
先
進
国
の
進
ん
だ
道
を

繰
り
返
す
こ
と
だ
け
で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
発
展
は
必
然
的
に
独

自
の
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
さ
い
、
古
き
も
の
と
の
闘
い
は
、
実
は
古
き
、

遅
れ
た
状
態
を
支
え
て
い
る
現
在
的
な
力
と
の
闘
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
る
音
山
味

で
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
社
会
や
教
育
に
は
こ
の
間
題
、
が
残
っ
て
き
て
い
る
。

明
治
以
降
の
西
洋
教
育
の
受
容
@
影
響
@
摂
取
@
相
互
関
連
@
異
同
な
ど
を
究
明
す

る
こ
と
は
重
要
な
研
究
テ

1
7
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
主
体
的
な
立
場
か
ら
、
日

本
教
育
の
伝
統
を
遂
行
す
る
と
い
う
課
題
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
お
の
ず
か
ら
「
比

較
し
を
方
法
の
根
底
に
す
え
た
日
本
教
育
史
と
西
洋
ま
た
は
東
洋
を
含
め
た
外
国
教

育
史
と
の
全
体
構
造
的
な
分
析
@
把
握
を
め
ざ
す
新
し
い
研
究
上
の
方
法
的
課
題
が

眼
前
に
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
政
治
の
近
代
化
の
遅

れ
、
資
本
主
義
化
、
自
由
主
義
化
の
明
治
時
代
に
お
け
る
不
徹
底
が
も
た
ら
し
た
も

主要諸外国の学校教育と日本との比較

の
と
云
え
よ
う
。

一方、

日
本
の
近
代
化
に
と
っ
て
、
鎖
国
が
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
否
定
的
意

味
を
も
つ
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
再
論
す
る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
一
面
に
お
い

て
鎖
国
が
こ
の
島
国
の
な
か
に
一
種
の
純
粋
培
養
と
し
て
の
独
自
の
文
化
を
育
て
上

げ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
閉
鎖
的
@
弧
絶
的
な
純
粋
培
養
文
化
と
「
黒
船
」

と
が
出
会
っ
た
と
き
、
日
本
国
民
に
異
常
な
ま
で
の
外
部
へ
の
関
心
e

好
奇
心
が
出

現
し
た
。
わ
が
国
は
、
寸
一
九
世
紀
の
終
り
ま
で
に
世
界
中
を
征
服
し
、
分
割
し
、
植

民
地
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
大
園
、
殊
に
英
@
仏
@
露
@
米
に
対
し
て
独
立
を
ま
も

る
必
要
が
あ
り
独
立
を
ま
も
る
た
め
に
は
、
鎖
国
下
に
養
わ
れ
た
体
制
と
技
術
と
文

化
を
、
も
っ
と
能
率
的
な
も
の
に
改
造
し
て
、
急
速
に
軍
事
力
を
つ
く
り
上
げ
る
必

要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
改
造
を
急
速
に
行
な
う
た
め
に
は
、
相
手
方
か
ら
学
び
と

る
ほ
か
は
な
い
。
近
代
化
と
は
相
手
方
か
ら
学
び
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
率
的
な

社
会
と
軍
事
力
を
つ
く
る
過
程
以
外
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
ア

メ
リ
カ
の
占
領
下
急
速
に
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
昭
和

一一
0
年
四
月
一
目
、
米
軍
沖
縄
本
島
に
上
陸
、
八
月
六
日
、
広
島
に
原
子
爆
弾
投
下
、

同
一
四
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
同
九
月
二
日
降
伏
文
書
に
調
印
、
こ
れ
よ
り
先
同

八月一一一
0
日
連
合
国
最
高
司
令
官
マ
ツ
カ
l
サ

l
元
帥
厚
木
に
到
着
、
日
本
に
お
け

る
連
合
国
の
占
領
政
策
が
開
始
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

A
斗品

一
。
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
教
育
制
度

日
本
は
マ
ニ
ラ
占
領
、
大
日
本
翼
賛
壮
年
団
結
成
、
第
一
二
回
総
選
挙
(
翼
賛
選

挙
)
が
行
わ
れ
て
い
た
一
九
四
二
年
頃
欧
州
で
は
、
独
伊
軍
の
戦
線
は
暫
く
不
利
と

な
り
、
連
合
軍
が
優
位
に
立
ち
、
四
五
年
五
月
七
日
独
軍
、
連
合
国
へ
の
無
条
件
降

伏
文
書
に
署
名
、
ト
ル
マ
ン
米
大
統
領
は
日
本
に
無
条
件
降
伏
を
勧
告
し
た
。
し
か

し
こ
れ
よ
り
さ
き
、
す
で
に
望
ま
し
い
戦
後
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
検
討
さ
れ
始
め

て
い
る
。
四
一
年
六
月
、
教
育
庁
か
ら
関
係
方
面
に
秘
密
文
書
と
し
て
内
示
さ
れ
た

寸
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ッ
ク
L

に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
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書
は
、
離
学
年
齢
の
引
き
上
げ
、
初
歩
教
育
と
中
等
教
育
と
の
関
係
、
中
等
教
育
の

諸
類
形
、
定
時
制
職
業
教
育
、
成
人
教
育
、
奨
学
制
度
、
学
校
保
健
、
教
員
養
成
、

教
員
財
政
な
ど
二
一
項
目
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
改
善
計
画
を
述
べ
て
い
る
が
、
秘
密

主
義
の
た
め
も
あ
っ
て
、
い
っ
ぱ
ん
に
保
守
的
@
消
極
的
と
い
う
印
象
を
与
え
た
。

四
三
年
七
月
、
教
育
庁
は
白
書
「
教
育
改
造
」
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の

教
育
改
革
指
針
を
発
表
、
旬
日
後
さ
ら
に
つ
中
等
学
校
の
教
育
課
程
お
よ
び
試
験
」

に
つ
い
て
の
ノ

l
ウ
ッ
ド
報
告
を
発
表
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
の
意
図
す
る
教
育
改

革
の
方
向
を
明
示
し
た
。
寸
白
書
」
は
、
そ
の
終
末
部
分
に
お
い
て
、
立
法
上
の
変
更

を
必
要
と
す
る
事
項
と
し
て
、

(
1
)
保
育
学
校
の
整
備
、

(
2
)
離
学
年
齢
の
、
さ
し
あ
た
り
一
五
歳
ま
で
の
無
条
件
引
上
げ
、

(
3
)

一
一
歳
ま
で
の
初
等
教
育
と
、
上
級
課
程
へ
の
進
路
を
も
っ
中
等
教
育
を

万
人
に
保
障
す
る
公
教
育
制
度
の
編
成
、

(
辻
A

)

宗
教
教
育
の
強
調
と
財
団
立
学
校
の
改
革
、

(
5
)

一
八
歳
ま
で
の
定
時
制
義
務
教
育
の
導
入
、

(
6
)
技
術
教
育
と
成
人
教
育
の
た
め
の
整
備
、

(
7
)
児
童
・
青
年
の
た
め
の
保
健
施
設
の
拡
充
、

(
8
)
義
務
教
育
年
齢
児
を
収
容
し
て
い
る
独
立
学
校
、

(
9
)
地
方
教
育
行
政
制
度
の
改
善
、

を
提
案
し
て
い
る
。

中
等
教
育
制
度
に
つ
い
て
、
寸
白
書
し
は
原
則
的
に
三
課
程
組
織
を
支
持
し
た
が
、

ノ
l

ウ
ッ
ド
報
告
書
は
、
「
学
問
そ
れ
自
体
に
興
味
を
も
っ
者
L

、
「
応
用
的
な
科
学
や

技
術
の
領
域
に
関
心
と
能
力
を
も
っ
者
L

、
「
思
想
よ
り
も
む
し
ろ
具
体
的
な
事
柄
を

よ
り
た
や
す
く
処
理
す
る
者
」
と
い
う
=
一
つ
の
タ
イ
プ
の
能
力
に
応
ず
る
三
つ
の
タ

イ
プ
の
中
等
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
三
課
程
組
織
の
原
則
を
い
っ
そ
う
積
極

的
に
確
認
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
労
働
党
の
一
部
は
強
い
不
信
を
残
し
た
が
、
全

体
と
し
て
「
白
書
L

は
、
教
育
界
の
多
年
の
懸
案
の
解
決
に
光
明
を
投
じ
た
も
の
と
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し
て
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
新
し
い
教
育
法
す
な
わ
ち
一

九
四
四
年
法
(
パ
ド
ラ
l
法
)
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
パ
ト
ラ

i
法
の
実
施

に
と
も
な
う
中
等
教
育
の
義
務
化
は
各
地
方
教
育
当
局
に
中
等
学
校
の
整
備
を
促
し

た
。
そ
の
結
果
、
通
称
3
分
方
式
と
呼
ば
れ
る
学
校
体
系
を
つ
く
り
上
げ
た
。
そ
れ

は
っ
文
法
学
校
」
「
中
等
近
代
化
学
校
L

「
中
等
技
術
学
校
し
か
ら
な
る
体
系
で
あ
る
。

こ
の
学
校
体
系
は
青
年
前
期
の
教
官
を
明
ら
か
に
コ

I
ス
別
に
区
別
す
る
こ
と
に
な

り
、
社
会
階
層
の
固
定
や
差
別
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
③
。四

五
年
七
月
五
日
、
戦
争
終
結
直
前
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
過
半
数
を
制
し
、

チ
ャ
ー
チ
ル
内
閣
総
辞
職
、
ア
ト
リ
ー
を
首
班
と
す
る
労
働
党
単
独
内
閣
が
成
立
、

戦
後
処
理
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
ト
リ
l
内
閣
は
、
産
業
の
固
有
化
と
社
会

保
樟
の
確
立
を
二
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
国
政
に
あ
た
っ
た
が
、
戦
後
財
政
の
再
建

は
至
難
で
あ
り
、
五
一
年
秋
か
ら
は
保
守
党
が
政
権
を
担
当
す
る
。
し
か
し
、
産
業
木

構
造
を
変
更
し
な
い
ま
ま
ポ
ン
ド
の
地
位
確
保
を
め
ざ
し
た
保
守
党
の
経
済
政
策
も

ま
た
、
財
政
の
好
転
を
も
た
ら
し
え
ず
、
六
四
年
秋
か
ら
は
労
働
党
、
七
0
年
夏
か

ら
は
保
守
党
と
、
保
革
伯
仲
の
情
勢
下
で
、
と
り
わ
け
中
等
教
育
の
綜
合
制
化
の
可

否
を
争
点
と
す
る
教
育
政
策
上
の
対
立
が
続
い
て
い
る
。
ス
プ
l
ト
ニ

l
ク
@
シ
ヨ
ツ

ク
以
後
の
激
し
い
国
際
的
教
育
競
争
が
中
等
教
育
の
改
革
を
必
至
と
し
て
い
る
だ
け

に
、
事
態
は
複
雑
で
あ
る
。

六
四
年
秋
一

0
月
一
五
目
、
英
国
総
選
挙
で
労
働
党
勝
利
(
二
議
席
差
二
二
年
ぶ

り
)
、
同
一
七
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
首
相
と
す
る
労
働
党
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
政
府

は
、
綜
合
制
学
校
の
促
進
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
。
ス
ク
ー
ル
の
公
教
育
化
、
大
学
入
学
定

員
の
増
加
と
授
業
料
の
廃
止
、
教
師
教
育
、
心
身
障
害
児
教
育
の
充
実
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
言
明
、
こ
れ
ら
の
具
体
化
が
進
み
始
め
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
@
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
は
六
五
年
に
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
六
八
年
に
第
一
次
報
告
(
ニ
ュ

l
サ

ム
第
二
報
告
可
七
0
年
に
第
二
次
報
告
(
ド
ニ
ソ
ン
報
告
)
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
@
ス
ク
ー
ル
の
処
遇
に
影
響
す
る
と
い
う
状
況
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
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現
在
に
至
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
教
育
に
お
け
る
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
科
学
革
命
に
対
処
す
る
た

め
の
中
@
高
等
教
育
の
改
革
の
問
題
が
あ
る
。

一
九
五
九
年
に
公
表
さ
れ
た
中
央
教
育
諮
問
委
員
会
の
後
期
中
等
教
育
改
革
検
討

案
(
「
一
五
歳
か
ら
一
八
歳
ま
で
」
一
一
ク
ラ
ウ
ザ
l
報
告
一
一
)
は
、
い
わ
ゆ
る
ス

プ
l
ト
ニ
ク
@
シ
ヨ
ツ
ク
か
ら
生
ま
れ
た
人
材
開
発
政
策
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

六
三
年
の
前
期
中
等
教
育
改
革
検
討
案
(
「
わ
れ
ら
の
未
来
の
半
分
」
二
一
一
ュ

l
サ

ム
第
一
報
告
一
一
)
と
、
高
等
教
育
委
員
会
(
ロ
ビ
ン
ズ
委
員
会
)
の
「
高
等
教
育
L

(
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
)
は
、
こ
れ
を
う
け
て
、
前
者
は
一
三
歳
か
ら
一
六
歳
ま
で
の
「
平

均
以
下
の
生
徒
」
の
教
育
を
、
後
者
は
「
最
優
秀
の
生
徒
し
の
た
め
の
高
等
教
育
の

将
来
計
画
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
大
学
進
学
者
の
急
増
現
象
と
、
科
学
改

革
へ
の
対
応
は
、
大
学
の
拡
張
と
新
大
学
の
建
設
を
余
犠
な
く
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

大
学
の
教
育
目
的
や
教
育
内
容
、
教
育
方
法
の
再
検
討
を
迫
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題

に
か
か
わ
る
ロ
ビ
ン
ズ
報
告
(
一
九
六
二
一
)
は
与
野
党
双
方
か
ら
評
価
さ
れ
た
④
。

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
階
級
的
学
校
は
消
滅
し
な
か
っ
た
。
か
つ
て
マ
ル
カ
ス
タ
ー
が

新
し
い
時
代
の
進
歩
的
な
教
育
機
関
と
し
て
大
衆
性
@
公
開
性
@
機
械
均
等
性
す
べ

て
の
人
間
に
開
か
れ
て
い
る
学
校
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
礼
賛
し
た
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
@
ス
ク
ー
ル
は
い
ま
や
保
守
主
義
と
特
権
階
級
の
た
め
の
牙
城
と
し
て
大

衆
の
た
め
の
学
校
体
系
の
他
は
、
そ
の
古
い
伝
統
を
守
っ
て
ゆ
ず
ら
な
い
頑
固
な
存

在
を
続
け
て
い
る
。
大
学
入
学
者
の
大
部
分
は
こ
の
特
権
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
て
い
る
⑤
。

主要諸外国の学校教育と日本との比較

。

フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度

一
九
四
五
年
七
月
三
日
は
連
合
国
が
ベ
ル
リ
ン
共
同
占
領
、
向
二
六
日
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
発
表
、
同
一
一
月
一
一
一
日
ド
e

ゴ
l
ル
臨
時
政
府
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
総

選
挙
に
よ
り
成
立
し
た
制
憲
議
会
で
は
、
共
産
党
が
第
一
党
と
な
っ
た
が
産
業
国
有

化
路
線
を
恐
れ
る
保
守
勢
力
の
反
撃
の
た
め
新
憲
法
の
制
定
に
失
敗
、
四
六
年
六
月

の
総
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
人
民
共
和
派

(
M
R
P
)
の
ピ
ド

l
政
府
(
連
立
内

閣
)
の
第
二
次
憲
法
草
案
が
同
年
一

0
月
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
可
決
、
成
立
し
、

こ
こ
に
第
四
共
和
国
の
発
足
が
四
六
年
憲
法
の
前
文
に
は
「
国
家
は
、
教
育
、
お
よ

び
教
養
、
職
業
指
導
、
お
よ
び
教
養
に
対
す
る
児
童
と
成
人
の
機
会
均
等
を
保
障
す

る
。
す
べ
て
の
段
階
に
つ
い
て
無
償
か
つ
世
俗
的
な
公
教
育
を
組
織
す
る
こ
と
は
、

国
家
の
義
務
で
あ
る
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
九
年
以
降
、
経
済
の
発
展
は
順
調
に
な
る
が
、
海
外
植
民
地
問
題
、
と
く

に
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
敗
北
(
一
九
五
四
)
に
つ
づ
く
ア
ル
ジ
ェ
リ
ヤ
の
紛
争
(
一

九
五
四
一
五
八
)
が
命
と
り
に
な
っ
て
、
第
四
共
和
政
は
終
わ
る
。

一
九
四
五
年
一

0
月
、
制
憲
議
会
(
第
一
次
)
に
よ
っ
て
首
班
に
指
名
さ
れ
た
ド
・

ゴ
l
ル
の
新
臨
時
政
府
の
も
と
で
、
教
育
改
革
研
究
委
員
会
が
発
足
し
た
(
一
一
月
)
。

委
員
長
ポ

1
ル
@
ラ
ン
ジ
ュ
ヴ
ア
ン
、
委
員
二

0
名
の
こ
の
研
究
委
員
会
は
四
七
年

六
月
に
答
申
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
答
申
は
序
説
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
公
教
育
の

よ
っ
て
立
つ
べ
き
基
本
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
、
教
育
の
構
造
と
組
織
、
教
員

の
養
成
、
監
督
指
導
と
教
育
改
良
の
機
関
、
教
育
内
容
。
方
法
、
お
よ
び
評
価
、
道

徳
@
公
民
教
育
、
社
会
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
改
革
の
た
め
の
具
体
案
を
示
し
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
西
欧
諸
国
の
戦
後
教
育
改
革
に
も
大
き
い
刺
激
を
与
え

た
が
、
内
政
、
外
交
の
諸
問
題
が
錯
綜
し
て
い
た
た
め
、
実
施
に
移
さ
れ
ず
、
第
五

共
和
政
下
(
一
九
五
八
年
九
月
五
日
第
五
共
和
制
府
成
立
)
の
ベ
ル
ト
ワ
ン
改
革

(
一
九
五
九
)
に
お
い
て
、
初
め
て
部
分
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
0
年
代
に
は
工
業
生
産
の
急
激
な
発
展
に
と
も
な
う
中
@
上
級
技
術
者
の
需
要

の
上
昇
や
、
子
ど
も
の
社
会
的
昇
進
の
可
能
性
に
期
待
す
る
父
母
の
進
学
要
求
な
ど

の
た
め
、
中
等
教
育
人
口
は
爆
発
的
に
増
加
し
た
。
第
六
級
(
中
学
一
年
)
へ
の
進

学
は
一
九
四
九
年
の
二
八
%
か
ら
五
九
年
の
四
七
%
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
や
が

て
高
等
教
育
人
口
に
波
及
し
て
、
の
ち
の
大
学
騒
乱
の
原
因
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

政
府
の
教
育
予
算
も
こ
の
間
に
約
四
倍
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。

ド
@
ゴ

l
ル
の
新
憲
法
草
案
は
国
民
投
票
で
約
八
割
の
支
持
を
う
け
、
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年
一

0
月
、
第
五
共
和
国
憲
法
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
強
大
な
権
限
を
付
与
さ
れ
た

任
期
七
年
の
大
統
領
の
職
権
を
活
用
し
て
ド
。
ゴ
ー
ル
は
対
米
従
属
外
交
を
清
算
、

フ
ラ
ン
ス
の
国
際
的
地
位
を
強
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
海
外
植
民
地
と
の
連

帯
は
難
渋
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
を
離
れ
て
独
立
す
る
国
が
相
次
い
だ
。
一
九
五
九

年
九
月
一
六
日
に
は
F
@
ド
ゴ

l
ル
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
族
白
決
政
策
を
発
表
、
六

二
年
七
月
正
式
に
独
立
す
る
。
ま
た
国
内
で
は
国
民
生
活
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る

こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
す
る
ド
@
ゴ
ー
ル
の
方
針
が
低
所
得
者
層
の
生
活
を
圧
迫

し
た
た
め
、
労
働
者
階
級
の
あ
い
だ
に
反
ド
@
ゴ

i
ル
感
情
が
育
ち
、
六
八
年
の
五

月
危
機
に
際
し
て
労
働
者
を
学
生
の
側
に
立
た
せ
た
。
こ
の
危
機
は
強
力
か
つ
巧
妙

な
反
共
宣
伝
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
翌
年
四
月
二
七
日
の
国
民

投
票
に
ド
@
ゴ

l
ル
は
敗
れ
、
退
陣
す
る
⑥
。

ド
e

ゴ
l
ル
政
権
の
も
と
で
引
き
つ
づ
き
文
相
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
ベ
ル
ト
ワ

ン
は
翌
五
九
年
一
月
、
「
公
教
育
の
改
革
に
関
す
る
大
統
領
令
」
お
よ
び
寸
義
務
教
育

に
関
す
る
布
告
令
」
を
公
布
し
た
。

一
九
六
0
年
に
入
る
と
、
高
等
教
育
人
口
の
急
増
に
よ
る
大
学
の
大
衆
化
傾
向
と
、

技
術
革
新
@
高
度
経
済
成
長
社
会
へ
の
大
学
の
対
応
を
求
め
る
産
業
界
の
要
求
と
が

大
学
の
変
革
を
強
く
求
め
始
め
る
が
、
学
内
の
守
旧
派
教
授
の
抵
抗
に
あ
っ
て
抜
本

的
な
改
革
は
進
ま
ず
、
部
分
的
な
改
革
は
資
本
の
要
求
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
迎
合
に

流
れ
て
大
学
に
お
け
る
学
習
条
件
の
劣
悪
さ
に
不
満
を
も
っ
学
生
、
あ
る
い
は
ド
Q

ゴ
l
ル
体
制
に
批
判
的
な
労
働
者
の
反
発
を
招
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ド
@
ゴ

l
ル

の
独
自
外
交
の
成
果
や

E
E
C
(欧
州
共
同
市
場
)
を
基
礎
と
す
る
高
度
経
済
成
長

に
幻
惑
さ
れ
て
体
制
化
し
た
左
翼
政
党
は
、
こ
う
し
た
園
内
の
状
況
に
対
し
て
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
や
急
進
的
な
新
左
翼
の

反
体
制
運
動
が
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
、
学
生
た
ち
を
捉
え
、
つ
い
に

い
わ
ゆ
る
「
五
月
危
機
L

(

一
九
六
八
)
を
招
来
し
た
。
即
ち
同
五
月
三
目
、
ナ
ン
テ
ー

ル
分
校
の
処
置
に
対
し
パ
リ
の
学
生
が
抗
議
行
動
開
始
、
同
一

0
日
学
生
と
警
官
隊

の
乱
闘
、
学
生
、
労
働
者
の
大
デ
モ
@
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
に
波
及
、
同
三
0
日
国
会
解
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散
、
内
閣
改
造
、
同
六
月
二
三
日
総
選
挙
、
結
果
は
ド
ゴ
l
ル
派
勝
利
に
期
し
た
。

こ
の
危
機
が
契
機
と
な
っ
て
各
地
の
大
学
で
改
革
案
が
公
表
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け

て
フ
ォ
ー
ル
文
相
は
自
主
性
、
参
加
、
自
由
を
原
則
と
す
る
高
等
教
育
基
本
法
案
を

作
成
、
国
会
の
承
認
を
え
た
(
一
一
月
一
二
日
公
布
)
。

J
品
等
教
育
基
本
法
L

は
九
章
四
六
条
か
ら
成
り
、
現
代
社
会
に
お
け
る
大
学
の

位
置
と
役
割
と
を
認
識
し
、
国
民
教
育
の
全
般
的
な
改
革
の
第
一
歩
と
な
り
う
る
よ

う
な
大
学
の
革
新
、
し
か
も
自
治
と
参
加
と
を
二
大
原
則
と
す
る
よ
う
な
大
学
の
革

新
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
、
七
一
年
一
月
一
日
か
ら
新
し
い
国
立
総
合
大
学
が
発
足
、

こ
の
高
等
教
育
の
再
編
成
を
新
し
い
出
発
点
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
は
再

び
全
面
的
な
再
検
討
の
時
期
を
迎
え
た
と
い
っ
て
よ
い
⑦
。
し
か
し
保
守
的
な
伝
統

の
強
い
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
統
一
学
校
等
が
い
か
に
実
現
さ
れ
る
か
は
今
後
の
課

題
と
云
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
③
。

-144-

二
。
ド
イ
ツ
の
教
育
制
度

一
九
四
五
年
二
月
、
ヤ
ル
タ
会
議
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
降
伏
後
の
欧
州
に
つ
い
て

の
戦
後
処
理
が
英
米
仏
ソ
諸
国
ん
い
よ
っ
て
行
わ
れ
、
同
七
月
二
六
日
に
は
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
発
表
、
こ
れ
よ
り
先
同
五
月
七
日
、
ド
イ
ツ
は
降
伏
、
休
戦
協
定
に
調
印
し

た
⑨
。
そ
の
結
果
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
が
四
ヵ
国
の
共
同
管
理
と
な
り
、
ベ
ル
リ
ン
を

含
む
東
部
地
区
が
ソ
ビ
エ
ト
、
西
部
地
区
が
米
、
英
、
仏
二
一
ヵ
国
の
占
領
管
理
下
に

置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
東
西
両
陣
営
の
対
立
が
深
ま
る
な
か
で
、
通
貨

改
革
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
な
ど
の
応
酬
が
あ
っ
た
の
ち
、
一
九
四
九
年
九
月
に
は
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国

(
B
R
D
1

一
0
月
に
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

(
D
D
R
)
が
そ
れ

ぞ
れ
成
立
す
る
。
括
抗
す
る
両
陣
営
の
戦
略
体
制
、
経
済
機
構
の
な
か
に
く
み
こ
ま

れ
た
東
西
両
ド
イ
ツ
は
、
そ
の
社
会
体
制
の
違
い
に
照
応
す
る
き
わ
め
て
対
照
的
な

教
育
制
度
を
発
展
さ
せ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
占
領
地
区
に
お
い
て
は
、
各
邦
ご
と
の
教
育
民
主
化
活
動
を
調
整
、
統
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合
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
一
九
四
五
年
七
月
、
国
民
教
育
中
央
管
理
庁
(
文
部
省

の
前
身
)
が
発
足
、
四
六
年
六
月
に
は
、
そ
の
後
の
教
育
改
革
の
基
本
的
な
原
則
を

明
示
し
た
「
ド
イ
ツ
学
校
民
主
化
法
し
が
発
効
し
た
。
四
六
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た

ド
イ
ツ
社
会
主
義
統
一
党

(
S
E
D
)
l
l社
会
民
主
党
と
共
産
党
と
の
合
同
ー
ー

が
そ
の
具
体
化
を
指
導
す
る
。
寸
ド
イ
ツ
学
校
民
主
化
法
L

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
反
軍
国
主
義
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
学
校
制
度
の
民
主
化
で
あ
っ

た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
に
共
通
の
八
年
制
基
礎
学
校
を
創
設
す
る
こ
と
、
全
日
制
四

年
課
程
の
高
等
学
校
と
定
時
制
義
務
の
四
年
課
程
職
業
学
校
を
併
置
す
る
こ
と
、
職

業
学
校
か
ら
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
の
道
を
聞
く
こ
と
な
ど
が
そ
こ
で
は
求
め
ら

れ
て
い
る
。

一
九
五
二
年
七
月
の
社
会
主
義
統
一
党
中
央
委
員
会
政
治
局
の
決
定
は
「
普
通
教

育
に
お
け
る
科
学
教
授
の
レ
ベ
ル
の
向
上
し
を
求
め
、
社
会
主
義
経
済
の
建
設
に
奉

仕
す
る
意
欲
と
能
力
を
も
っ
た
青
少
年
の
育
成
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
が
、
五
三

年
の
東
ベ
ル
リ
ン
暴
動
が
示
す
よ
う
に
事
態
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
か
ら
、
五

四
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
は
さ
し
あ
た
り
労
働
者
、
農
民
の
子
弟
の
就
学
条
件
の

向
上
を
は
か
る
た
め
の
処
置
が
と
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

一
九
五
六
生
に
始
ま
る
第
二
次
五
ヵ
年
計
画
は
、
技
術
革
新
の
新
局
面
に
対
応
す

る
教
育
改
革
と
り
わ
け
中
等
教
育
の
改
革
を
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
五
六
年

ミ
ツ
テ
ル
シ
ュ

1
レ

四
月
の
閣
議
決
定
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一

O
年
制
中
間
学
校
|
|
四
年
の
下

級
課
程
と
六
年
の
上
級
課
程
|
|
の
創
設
と
、
そ
こ
で
の
総
合
技
術
教
育
の
実
施
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
関
系
各
方
面
で
の
活
発
な
討
議
の
の
ち
、
一
九
五

九
年
一
二
月
の
「
社
会
主
義
的
発
展
法
」
(
正
し
く
は
っ
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け

る
学
校
制
度
の
社
会
主
義
的
発
展
に
つ
い
て
の
法
律
」
が
制
定
さ
れ
る
。

一
九
六
三
年
七
月
の
社
会
主
義
統
一
党
第
六
回
大
会
の
決
定
は
教
育
制
度
再
検
討

の
必
要
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
の
課
題
に
応
ず
る
べ
く
政
府
は
「
統
一
的
社
会
主
義

教
育
制
度
建
設
の
た
め
の
委
員
会
し
を
設
置
し
、
こ
の
委
員
会
が
作
成
し
た
基
本
草

案
に
つ
い
て
の
国
民
的
な
討
論
を
経
て
、
一
九
六
五
年
二
月
っ
統
一
的
社
会
主
義
教

主要諸外国の学校教育と日本との比較

育
制
度
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
⑮
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
教

育
制
度
が
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
夫
々
異
な
っ
た
教
育
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
東
ド
イ
ツ
は
ソ
連
型
で
あ
り
、
西
ド
イ
ツ
は
比
較
的
従
来
の
学

校
形
態
を
保
持
し
、
四
年
制
の
基
礎
学
校
に
土
台
を
置
い
て
お
り
、
東
ド
イ
ツ
は
従

来
の
学
校
と
は
別
な
画
一
的
な
も
の
で
、
基
礎
学
校
は
八
年
生
を
採
用
し
て
い
る
⑪
。

し
か
し
ゾ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
一
九
九
一
年
末
に
解
体
し
た
。
圏
内
政

治
は
混
沌
と
し
て
お
り
、
教
育
制
度
も
各
共
和
国
単
位
で
大
き
く
変
動
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
旧
ソ
連
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

一
方
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
一
九
四
九
年
九
月
発
足
し
た
が
、
敗
戦
直
前
の
一
九

四
五
年
一

0
月
、
ア
メ
リ
カ
の
対
独
教
育
使
節
団
は
伝
統
的
な
複
線
型
教
育
制
度
を

六
年
課
程
の
基
礎
学
校
を
も
っ
単
線
型
教
育
制
度
へ
と
改
革
す
る
よ
う
に
提
案
し
た

が
、
社
会
民
主
党

(
S
P
D
)
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ

l
メ
ン
、

ン
ブ
ル
ク
の
三
都
市
を
除
い
て
、
こ
の
勧
告
は
無
視
さ
れ
た
。

共
和
国
が
発
足
す
る
が
、
共
和
国
を
構
成
す
る
一
一
の
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

主
権
を
保
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
的
伝
統
に
即
し
て
教
育
改
革
に
と
り
く
む
こ
と

と
な
っ
た
⑫
。
そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
長
所
も
あ
っ
た
が
、
制
度
的
不
統
一
に
も
と

づ
く
調
整
の
必
要
は
大
き
く
、
す
で
に
四
八
年
ー
か
ら
各
邦
の
文
部
大
臣
に
よ
る
常
設

会
議
(
文
相
会
議
)
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
相
会
議
も
学
校
制
度

の
根
本
的
な
改
革
に
は
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
西
両
陣
営
の
対
立

を
反
映
し
て
、
ド
イ
ツ
各
邦
に
お
け
る
保
守
勢
力
の
維
持
が
望
ま
れ
て
い
た
た
め
で

あ
り
も
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
教
育
使
節
団
の
理
想
主
義
を
現
実
政
治
の
な
か
に
も
ち
こ

む
こ
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
独
に
お
け
る
統
一
学
校
制
度
の
強
行
に
対

す
る
危
倶
や
批
判
が
人
々
を
い
っ
そ
う
慎
重
に
し
た
と
い
う
事
情
も
そ
こ
に
介
在
し

た
と
思
わ
れ
る
。
文
相
会
議
が
な
し
え
た
こ
と
は
各
邦
聞
に
お
い
て
学
期
、
休
暇
、

中
間
学
校
お
よ
び
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
組
織
、
試
験
制
度
な
ど
に
関
す
る
統
一
を
も
た

ら
す
た
め
の
協
定
、
い
わ
ゆ
る
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
協
定
(
「
学
校
制
度
の
領
域
に
お

け
る
統
一
化
の
た
め
の
連
邦
共
和
国
語
邦
間
協
定
L

一
九
五
五
)
の
締
結
(
こ
の
協

-145-
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定
は
首
相
会
議
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)
を
準
備
し
た
こ
と
く
ら
い
で
あ

る
。
む
ろ
ん
こ
の
協
定
は
現
状
の
徴
調
整
に
と
ど
ま
っ
た
。
か
つ
て
筆
者
も
大
学
卒

学
生
を
ド
イ
ツ
の
大
学
に
入
学
さ
せ
た
経
験
に
よ
る
と
、
教
授
の
個
人
的
色
彩
が
強

い
も
の
と
解
し
て
い
る
。
又
戦
後
西
ド
イ
ツ
の
学
制
改
革
案
と
し
て
第
二
に
あ
げ
る

べ
き
は
寸
ブ
レ

l
メ
ン
a
0
フ
ラ
ン
し
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
正
式
に
は
寸
ド
イ

ツ
学
校
制
度
の
再
組
織
案
L

と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
ラ
ー
メ
ン
。
プ
ラ

ン
よ
り
も
進
歩
的
性
格
が
強
く
、
国
民
の
す
べ
て
に
適
性
に
応
じ
た
中
等
学
校
進
学

を
平
等
の
機
会
に
よ
っ
て
与
え
る
こ
と
、
、
さ
ら
に
従
前
よ
り
大
学
進
学
の
機
会
を
拡

Vo1. 28~A ， 

大
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
⑬
。

所
で
戦
後
教
育
制
度
改
革
論
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
九
年
の
ラ
ー
メ

ン
@
0
フ
ラ
ン
が
あ
る
。
こ
れ
は
正
式
に
つ
は
「
普
通
公
立
学
校
制
度
の
改
革
と
統
一

の
た
め
の
概
則
」
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ー
メ
ン
@
0
フ
ラ
ン
は
、

四
年
課
程
の
基
礎
学
校
に
接
続
し
て
一
一
年
間
の
進
路
指
導
期
間
を
置
き
、
そ
の
上
に

三
種
類
の
高
等
学
校
一
一
基
幹
学
校
(
三
年
課
程
可
実
科
学
校
(
五
年
課
程
て
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
(
七
年
課
程
)
一
一
を
相
互
移
行
の
可
能
性
を
残
し
て
並
立
さ
せ
る
と

い
う
構
想
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
基
礎
学
校
に
直
接
に
接
続
す
る
九
年
課
程
の

シ
ュ
ツ

1
Jア
ィ
エ
ン
@
シ
ュ

l
レ

学
術
学
校
を
設
け
る
な
ど
現
状
妥
協
的
性
格
を
残
し
て
い
る
。

大
学
の
改
革
に
つ
い
て
も
、
研
究
教
育
体
制
の
確
立
や
そ
の
た
め
の
財
政
的
基
盤

の
獲
得
な
ど
、
す
べ
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
問
題
で
あ

る
が
、
一
九
六
六
年
以
降
、
急
激
に
激
化
し
た
学
生
運
動
は
、
空
洞
化
し
た
大
学
自

治
や
学
問
研
究
の
自
由
を
批
判
し
て
、
大
学
と
く
に
正
教
授
層
と
は
げ
し
く
対
立
し

た
た
め
、
大
学
問
題
に
関
す
る
連
邦
権
限
の
拡
大
は
い
ち
じ
る
し
く
遅
れ
た
。
し
か

し
一
九
六
八
年
を
頂
点
と
し
て
学
生
運
動
は
鎮
静
し
、
他
方
大
学
白
治
に
お
け
る
正

教
授
の
独
裁
体
制
も
否
定
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
で
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
る
大
学
、
学

術
領
域
で
の
連
邦
権
限
の
拡
大
(
一
九
六
九
@
五
@
二
一
〉
と
こ
れ
を
う
け
て
寸
大

学
建
設
促
進
法
L

の
制
定
(
一
九
六
九
@
九
e

一
)
、
連
邦
@
各
邦
教
育
計
画
策
定
委

員
会
の
発
足
に
つ
い
て
の
行
政
協
定
の
締
結
(
一
九
七

oe
六
a
二
五
)
な
ど
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
⑬
。
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四
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
教
育

付

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
教
育
の
概
要

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
科
学
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
@
発
達
は
、
ア
メ
リ
カ
の

教
育
界
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
一
九
五
七
年
一

0
月
に
ソ
ビ
エ
ト
が

世
界
に
先
駆
け
て
ス
プ

l
ト
ニ
の
打
上
げ
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
社
規
を

震
捕
さ
ぜ
、
学
校
教
育
の
再
検
討
を
促
し
た
⑮
。

一
方
戦
争
終
結
後
ま
も
な
く
ア
メ
リ
カ
は
対
ソ
封
じ
こ
め
政
策
を
と
り
、
ト
ル
!

?
ン
。
ド
ク
ト
リ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
S
0
フ
ラ
ン
、
汎
米
同
盟
、

N
A
T
O
体
制
、
な

ど
に
よ
っ
て
反
共
自
由
主
義
諸
国
の
結
束
を
固
め
た
。
し
か
し
中
国
は
共
産
党
の
支

配
下
に
お
か
れ
(
一
九
四
九
三
つ
づ
い
て
朝
鮮
戦
争
(
一
九
五

0
一
五
一
二
)
が
勃
発

す
る
。
共
産
主
義
に
対
す
る
異
常
な
恐
怖
か
ら
、
マ
ッ
カ
ラ
ン
国
内
治
安
法
が
制
定

さ
れ
(
一
九
五

0
)
、
つ
づ
い
て
マ
ッ
カ

l
シ
ズ
ム
の
嵐
(
一
九
五

0
一
五
回
)
が
吹

き
荒
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
五
六
年
の
ス

エ
ズ
動
乱
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
は
平
和
共
存
へ
の
道
の
け
わ
し
さ
を
示
し
た
が
、
世

界
の
趨
勢
は
も
は
や
動
か
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
五
五
年
に
は

A
F
L
と
C
I

O
の
合
併
が
実
現
化
し
て
国
内
の
労
働
運
動
も
一
本
化
し
て
い
る
。

一
九
六
0
年
大
統
領
と
な
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
キ
ュ
ー
バ
の
危
機
を
回
避
し
(
一
九

六
二
)
、
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
に
調
印
し
て
(
一
九
六
三
)
国
際
的
信
頼
を
得
た

が
、
国
内
的
に
は
ニ
ュ

1
9
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
の
理
想
を
具
体
化
で
き
ず
、
と
く
に
公

民
権
問
題
で
は
南
部
の
反
発
を
招
き
、
つ
い
に
暗
殺
(
一
九
六
三
)
の
悲
運
に
あ
う
。

後
任
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
公
民
権
法
(
一
九
六
四
)
、
貧
困
対
策
法
(
一
九
六
回
ー
な
ど

を
成
立
さ
ぜ
、
教
育
や
福
祉
に
つ
い
て
も
連
邦
援
助
を
強
化
し
て
寸
富
を
い
か
に
用

い
る
か
」
を
問
う
「
偉
大
な
社
会
し
へ
の
方
向
を
示
唆
し
た
。

六
四
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
や
フ
ラ
ッ
ク
e

パ
ワ
!
と
ス
テ
ュ

l
デ
ン
ト
@
パ
ワ
ー

に
悩
ま
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
国
民
は
六
八
年
の
選
挙
で
「
法
の
秩
序
L

を
説
く
共
和
党

の
ニ
ク
ソ
ン
を
大
統
領
に
選
ん
だ
。
六
九
年
七
月
、
ア
ポ
ロ
一
一
号
の
月
面
着
離
陸

146 



389 

成
功
に
よ
っ
て
対
ソ
優
位
の
自
信
を
と
り
一
戻
し
た
人
々
は
、
中
国
の
国
連
出
席
〈
一

九
七
一
)
や
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
(
一
九
七
二
)
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
の
調
印
(
一

九
七
三
)
を
比
較
的
冷
静
に
う
け
と
め
て
、
新
し
い
世
界
秩
序
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ

の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
始
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

米
ソ
聞
の
冷
戦
状
態
へ
の
も
っ
と
も
直
接
的
な
影
響
は
、
思
想
統
制
の
強
化
で

あ
っ
た
。
す
で
に
四
六
、
七
年
頃
か
ら
非
米
活
動
委
員
会
の
動
き
と
呼
応
す
る
の
か

の
よ
う
に
教
員
に
対
す
る
忠
誠
誓
約
立
法
の
要
求
が
各
州
に
お
い
て
目
立
ち
始
め
、

四
九
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
理
事
会
が
教
職
員
に
「
特
別
非
共
産
主
義
者
誓

約
」
へ
の
署
名
を
求
め
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
一
五
0
名
の
教
員
を
翌
年
大
学
か
ら
追

放
し
て
い
る
。
五
0
年
代
前
半
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
フ
ァ
イ
ン
バ

l
ク
法
を

は
じ
め
「
赤
」
攻
撃
が
極
点
に
達
す
る
が
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
も
ま
た
強
ま
り
、
教

員
組
合
や
ア
メ
リ
カ
教
育
連
盟
(
旧
進
歩
主
義
教
育
協
会
〉
は
、
粘
り
強
い
法
廷
闘

争
を
展
開
し
た
り
、
週
刊
誌
「
ネ
l
シ
ョ
ン
」
に
論
陣
を
張
っ
た
り
し
て
教
育
の
自

由
を
擁
護
し
た
。
改
造
主
義
を
唱
え
た
ブ
ラ
メ
ル
ド
は
そ
の
代
表
的
存
在
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。

主要諸外国の学校教育と日本との比較

ス
プ
l
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
(
一
九
五
七
年
一
0
月
)
以
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
な

り
ふ
り
か
ま
わ
ず
少
数
精
鋭
の
た
め
の
教
育
投
資
に
熱
中
し
た
。
五
八
年
二
月
の

N

E
A
大
会
は
「
学
問
研
究
に
向
く
L
「
上
位
二
五
%
L
の
ハ
イ
・
ス
ク
ー
ル
生
の
た
め

の
教
育
計
画
の
必
要
を
指
摘
、
つ
づ
い
て
「
閏
家
防
衛
教
育
法
L
(
国
防
教
育
法
、
一

九
五
八
〉
が
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
は
初
等
段
階
か
ら
大

学
院
段
階
ま
で
の
教
育
計
画
が
含
ま
れ
て
い
る
。
支
出
さ
れ
る
連
邦
支
出
金
も
多
額

で
あ
り
、
州
の
教
育
計
画
に
対
す
る
連
邦
の
積
極
的
な
振
興
策
か
ら
み
て
も
画
期
的

な
も
の
で
「
国
防
上
の
必
要
を
み
た
す
の
に
十
分
な
質
と
量
の
人
材
を
確
保
す
る
た

め
L
忠
誠
誓
約
を
条
件
と
し
て
「
自
然
科
学
、
数
学
、
工
学
、
ま
た
は
近
代
外
国
語
」

に
す
ぐ
れ
た
学
生
お
よ
び
教
職
志
願
の
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
貸
与
制
度
を
は
じ

め
、
理
数
系
教
育
、
外
国
語
教
育
、
技
術
者
教
育
の
充
実
、
と
り
わ
け
適
性
発
見
の

た
め
の
テ
ス
ト
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
制
度
の
強
化
を
求
め
た
⑬
。
ま
た
す
で
に
五
七
年
以

来
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
聞
の
援
助
を
う
け
て
始
め
ら
れ
て
い
た
高
校
教
育
に
関
す
る
調
査

研
究
の
結
果
に
も
と
づ
く
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ナ
ン
ト
報
告
L
(
一
九
五
九
〉
は
「
上
位

一
五
i
二
0
%
」
の
「
学
問
に
向
く
生
徒
」
の
た
め
の
知
的
教
育
の
充
実
と
、
大
多

数
の
生
徒
に
対
す
る
平
易
な
職
業
・
技
術
教
育
へ
の
行
き
届
い
た
進
路
指
導
の
必
要

を
勧
告
、
こ
れ
が
や
が
て
中
・
高
校
の
コ

l
ス
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
強
い
影
響

力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
P
S
S
C
物
理
の
系
譜
を
引
く
生
物
学
、
科
学
、

数
学
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
が
活
発
と
な
り
、
そ
の
共
同
討
議
(
ウ
ッ
ズ
ホ
ー

ル
会
議
、
一
九
五
九
〉
の
結
果
は
ブ
ル

l
ナ
l
の
「
教
育
の
過
程
L
(
一
九
六
0
)
に

ま
と
め
ら
れ
て
評
判
と
な
っ
た
。
又
ア
メ
リ
カ
の
教
員
養
成
は
最
初
ア
カ
デ
ミ
ー
で

行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
師
範
学
校
で
行
わ
れ
る
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
世

紀
の
二
0
年
代
以
後
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
最
初
の
師
範
学
校
は
ホ
l
ル
に
よ
っ
て
一

八
二
三
年
に
設
置
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
師
範
学
校
は
概
し
て
中
等
教
育
程

度
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
テ
ィ
チ
ャ

l
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
l

ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
、
大
学
の
教
育
学
部
な
ど
で
教
員
を
養
成
し
て
い
る
州
、
が
多
く
な
っ

-147-

て
い
る
⑪
。

大
学
に
お
け
る
研
究
開
発
体
制
の
強
化
が
急
が
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
も
こ
の
場
合
軍
事
科
学
に
傾
斜
し
た
研
究
開
発
の
援
助
は
、
研
究
施
設
の
充
実

し
た
特
定
大
学
(
ア
イ
ピ

l

・
リ
l
グ
の
諸
大
学
や
有
名
州
立
大
学
〉
の
特
定
研
究

部
門
に
集
中
し
て
与
え
ら
れ
た
た
め
、
大
学
聞
や
研
究
領
域
相
互
間
の
較
差
を
い
っ

そ
う
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
六
四
年
の

米
会
議
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
主
要
一
0
大
学
で
援
助
総
額
の
三
八
%
を
占
め
た
と
い

わ
れ
る
。

ケ
L

不
」
ア
ィ
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
ら
民
主
党
大
統
領
の
も
と
に
お
い
て
こ
の
能
力
主
義
的

選
別
的
教
育
体
制
は
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
地

域
再
開
発
法
」
(
一
九
六
一
)
や
、
「
人
材
開
発
訓
続
法
L
(
一
九
六
二
)
に
よ
る
職
業

教
育
へ
の
連
邦
援
助
、
職
業
教
育
法
の
改
正
(
一
九
六
四
)
に
も
と
づ
く
青
少
年
対

策
事
業
(
職
業
部
隊
計
画
、
作
業
訓
練
計
画
〉
、
地
域
社
会
貧
困
対
策
事
業
、
成
人
基
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礎
教
育
事
業
な
ど
が
、
陽
の
当
た
ら
ぬ
人
々
を
教
育
に
よ
っ
て
自
立
さ
せ
る
方
針
の

も
と
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
六
五
年
に
は
、
貧
困
家
庭
の
子
女
へ
の
教
育
援

助
を
主
目
的
と
す
る
「
初
等
@
中
等
教
育
法
ヘ
お
よ
び
や
は
り
貧
困
学
生
へ
の
就
学

援
助
や
、
貧
困
地
域
へ
の
教
員
の
派
出
(
国
家
教
育
部
隊
)
な
ど
を
も
含
む
寸
高
等

教
育
法
」
(
一
九
六
五
)
が
制
定
さ
れ
、
連
邦
援
助
の
い
っ
そ
う
の
拡
大
が
実
現
し
た

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
一
連
の
経
過
を
み
る
と
、
教
育
の
大
衆
化
の
徹
底
や
較
差
の
是

正
に
相
当
の
努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
科
学
技
術
方
面
の
エ
リ
ー
ト
育
成

を
も
っ
ぱ
ら
眼
目
と
し
て
い
た
「
国
防
教
育
法
L

(

一
九
五
八
)
や
「
高
等
教
育
施
設

法
L

(

一
九
六
三
)
も
、
前
者
は
六
四
年
の
改
正
に
お
い
て
、
後
者
は
「
高
等
教
育
法
L

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
援
助
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
エ
リ
ー
ト
本
位
の
教
育
体
制
が
民
主
党
政
権
下
で
若
干
の
是
正
を
み

た
の
は
、
公
民
権
運
動
や
学
生
運
動
に
よ
る
選
別
教
育
へ
の
強
い
対
抗
が
お
こ
な
わ

れ
た
、
と
い
う
事
実
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
黒
白
隔
離
教
育
撤
廃
運
動

の
火
ぶ
た
は
、
す
で
に
終
戦
直
後
か
ら
切
ら
れ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
大
学
、
テ
キ
サ
ス
大
学
へ
の
黒
人
学
生
の
入
学
許
可
闘
争
を
連
邦
最
高
裁
は
支
持

し
て
い
た
。
つ
い
で
初
等
、
中
等
段
階
で
も
カ
ン
ザ
ス
州
(
一
九
四
九
)
を
始
め
各

州
の
隔
離
政
策
反
対
運
動
が
活
発
化
し
、
五
二
年
に
は
連
邦
最
高
裁
へ
上
告
、
五
四

年
五
月
、
つ
い
に
、
公
立
校
で
の
黒
白
隔
離
教
育
は
違
憲
と
い
う
判
決
を
か
ち
と
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
現
実
化
は
難
渋
を
き
わ
め
、
五
七
年
の
ア
l
カ
ン
ソ

l
州
リ
ト

ル
ロ
ッ
ク
中
央
高
校
事
件
に
際
し
て
は
、
州
兵
と
連
邦
軍
が
出
動
し
、
そ
の
解
決
は

五
九
年
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
六
九
年
か
ら
は
、
や
は
り
カ
ー
ネ
ギ
ー
教
育
振
興
協
会
が
開
発
し
た
。
教
育

の
国
勢
調
査
と
も
い
う
べ
き
国
民
学
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
学
生

の
評
判
を
正
し
く
う
け
と
め
た
う
え
で
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
き
わ
め
て
疑
わ

し
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
シ
ル
バ
ー
マ
ン
の
「
教
室
の
危
機
L

(

一
九
七
0
)
に

は
進
歩
主
義
教
育
再
評
価
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
⑬
。

尚
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
は
学
校
制
度
の
改
革
案
は
種
々
で
あ
る
が
、
前
米
教
育
協
会
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の
調
査
結
果
の
明
ら
か
に
な
っ
た
新
し
い
制
度
と
し
て
は

5
一

3
7
4
制
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
二
つ
の
制
度
は
い
づ
れ
も
現
在
の

6
一
3
一
3
制
に
対
す
る
批
判
か
ら

考
え
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
学
校
制
度
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
た
え
ず
変
容
し
つ

つ
あ
る
⑬
。

(二)

ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
非
伝
統
型
教
育
と
日
本
の
現
状
@

(
1
)
高
等
教
育
の
現
状

一
九
八
九
年
に
お
け
る
わ
が
国
の

4
年
制
大
学
、
短
期
大
学
の
在
学
者
数
は
、
約

二
五
0
万
名
(
文
部
省
編
平
成
三
年
度
教
育
白
書
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
米
国

の
そ
れ
は
一
二

0
0
万
名
を
は
る
か
に
超
え
る
水
準
で
あ
る
。
日
本
の
人
口
が
、
米

国
の
約
半
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
低
い
。

も
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
高
等
教
育
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
若
い
時
代
の
一

定
期
間
を
労
働
と
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
な
く
、
教
室
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
機
会
を
逃
し
た
場
合
、
寸
取
り
戻
す
」
機
会
は
少
な
い
。

予
測
さ
れ
る
反
論
は
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
が
、
次
第
に
そ
の
寸
門
」
を
広
げ
つ

つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
九
年
五
月
現
在
の
わ
が
国
の

大
学
通
信
教
育
の
在
学
生
数
は
、
二
万
六

0
七
六
名
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
八
三
年
五
月
に
設
置
さ
れ
、
一
九
八
五
年
か
ら
学
生
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
放

送
大
学
に
は
、
一
九
八
九
年
五
月
段
階
で
二
万
六
0
0
0
名
が
在
学
し
て
お
り
、
一

九
八
九
年
四
月
に
は
、
最
初
の
卒
業
生
五
四
四
名
が
送
り
だ
さ
れ
て
い
る
(
文
部
省

編
門
我
が
国
の
文
教
施
策
〕
)
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
む
し
ろ
わ
が
国
の
教
育
制
度
の
狭
小
さ
を
示
し
、
そ
の
貧
困
さ

を
暴
露
す
る
だ
け
で
あ
る
。
放
送
大
学
の
五
四
四
名
の
卒
業
生
が
生
み
だ
さ
れ
る
た

め
に
は
、
当
初
登
録
し
、
脱
落
し
た
学
生
の
数
と
、
そ
の
原
因
を
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
。
わ
が
国
の
通
信
教
育
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
わ
が
国

の
高
等
教
育
に
関
す
る
政
策
が
非
常
に
偏
頗
な
も
の
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
の
み
な

ー 148-
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ら
ず
国
際
化
の
時
代
に
さ
え
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
高
等
教
育
の
門
戸
を
開
放
す
る
努
力
は
、
そ
れ
な
り
に
継
続
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
九
年
五
月
時
点
で
社
会
人
入
学
制
度
に
よ
る
大
学
入
学

者
は
一
一
四
三
名
に
達
し
て
お
り
、
筑
波
大
学
の
夜
間
大
学
院
に
は
、
一
一

0
0
名

の
応
募
者
が
志
願
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
夜
間
大
学
院

の
定
員
は
、
五

0
名
で
あ
っ
た
た
め
、
一

0
五
0
名
は
、
登
録
も
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
も
し
、
生
涯
教
育
の
文
脈
の
中
で
大
学
院
教
育
を
希
望
す
る
も
の
を
一

0
0
と

し
た
場
合
、
筑
波
大
学
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
の
は
、
四
・
五
%
で
し
か
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
残
念
な
が
ら
、
は
た
し
て
ど
の
く
ら
い
の
人
々
が
、
生
涯
教
育
と

し
て
の
高
等
教
育
を
希
望
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
要
求
を
満
た
す
だ
け
の
政
策
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
な
い

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教
育
は
、
ひ
ろ
く
国
民
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
一
部
の
限

ら
れ
た
人
々
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る

(
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た
と
え
ば
、

0
名
で
あ
る
。

又
高
等
教
育
を
高
等
学
校
卒
業
の
教
育
と
定
義
し
、
し
か
も
、
公
式
に
承
認
さ
れ

た
団
体
に
よ
る
資
格
認
定
を
受
け
た
教
育
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
教
育
、
研
究
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
そ
の
他
の
学
習
の
機
会
か
ら
成
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
わ

が
国
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
わ
が
国
の
大
学
通
信
教
育
は
、
一
九
九
0
年
現
在
、

約
二
一
万
人
が
学
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
る
(
文
部
省
「
学
校
基
本
調
査
」
速
報
値
〉
。

こ
の
う
ち
七
五
%
以
上
は
二
三
歳
以
上
の
学
生
で
あ
る
。
通
学
方
式
の
大
学
に
お
け

る
学
生
の
年
齢
別
の
統
計
は
存
在
し
な
い
。
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
三
歳
以
上
の
学
生
は
統
計
に
表
れ
な
い
ほ
ど
の
数
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の

証
拠
を
あ
げ
る
な
ら
、
「
我
が
国
の
文
教
施
策
L

(

平
成
三
年
版
)
で
は
、
「
教
育
指
標

一
九
八
九
年
に
お
け
る
米
国
大
学
の
博
士
号
取
得
者
は
三
万
四

放送大学在学者の職業

会社員・銀行員…...・H ・"31%

鏑職…・H ・H ・.......・H ・...お%

公務員・....……・・.....…・…H%
個人・自曲集・H ・H ・..……5%
その他…・H ・H ・......・H ・....24%

出所:放送大学字国要覧

大学院生の日米防較

国 名 大学院学生数 全人口 人口千人当たり大学院学生数

米国 (1985) 1.650，381人 幻9.283千人 6.9人

日本(1987) 78.914 122.264 0.6 

(昭和62年版}参考:文部省 f教育指掠の国際比較j

-149-



Mar.1993 

の
国
際
比
較
L

を
も
と
に
、
海
外
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
二
五
歳
以
上
の
学
生

の
比
率
を
示
す
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
て
い
る
の
が
、
米
国
の
二
五
歳
以
上
の
学
生
は
四

二
%
も
存
在
し
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
の
数
字
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
つ
我
が
国
の
文
教
施
策
し
は
、
「
我
、
が
国
で
は
、
大
学
入
学
者
の
う
ち

九
七
l
九
八
%
が
高
等
学
校
卒
業
後
三
年
ま
で
に
入
学
し
て
い
る
な
ど
学
生
は
若
い

年
齢
層
に
集
中
し
て
い
る
が
L

と
解
説
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
成
人
の
既
存
の
大
学
で
は
な
か
な
か
学
習
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
わ

が
国
の
大
学
生
数
一
二
三
万
三
コ
一
二
七
七
人
と
い
う
の
は
、
そ
の
大
半
が
一
定
の
年

齢
層
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
教
育
関
係
予
算
の
大
半

は
、
特
定
の
年
齢
層
に
対
し
て
だ
け
支
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
っ
教

育
の
機
会
均
等
L

が
空
文
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

わ
が
国
の
文
教
施
策
の
う
ち
数
多
く
の
問
題
の
致
命
的
な
ひ
と
つ
は
、
成
人
層
に

あ
る
学
習
意
欲
を
吸
収
す
る
制
度
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
体
寸
社
会
人
入
学
し
が

役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
制
度
の
欠
点
は
、
問
題
を
単
に
入
学
選
考
段
階
で
の

解
決
に
と
ど
め
、
そ
れ
を
も
っ
て
成
人
教
育
の
大
き
な
問
題
を
隠
蔽
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
生
涯
教
育
」
に
よ
っ
て
間
に
あ
わ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
、
生
涯
教
育
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
教
育
と
連
結
し
、
単
位
相
互
制
度
な
ど
を
つ
く
っ
て
み
る
こ
と
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
現
在
の
教
育
制
度
の
中
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
制
度
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
は
非
通
学
学
生
の
制
度
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
生
涯
教
育
は
広
告
宣
伝
は
盛
大
で
あ
る
が
、
大
学
、
大
学
院
教

育
か
ら
孤
立
し
、
袋
小
路
に
這
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

VoI.28-A， 平成 5年，第28号A，愛知工業大学研究報告，

(
2
)
「
学
校
式
教
育
」

の
限
界

社
会
人
入
学
制
度
の
現
時
点
で
の
目
的
は
、
入
学
時
点
に
お
い
て
、
社
会
人
の
も
っ

て
い
る
ハ
ン
デ
ィ
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
受
験
競
争
の

苛
烈
さ
か
ら
、
社
会
人
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ね
入
り
口
で
の
解
決
を
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め
ざ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
入
学
試
験
は
、
英
語
、
作
文
、
面
接
な
ど
で
あ
る
。
そ

し
て
、
現
実
に
は
新
卒
者
と
同
様
の
教
育
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
年
齢
や
経
験

を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
大
き
な
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
。
何
の
た
め
の
忍
耐
で
あ
ろ
う
か
。

単
位
取
得
、
卒
業
資
格
の
た
め
の
忍
耐
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
忍
耐
と
、
学
生
の
も

つ
研
究
能
力
、
あ
る
い
は
ま
た
、
社
会
的
有
用
性
は
同
等
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
忍
耐
を
も
っ
学
生
を
わ
が
国
の
企
業
は
、
有
用
な
人
材
と
評
価
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
社
会
人
入
学
」
と
い
う
概
念
自
体
が
そ
も
そ
も
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

現
状
に
お
け
る
寸
社
会
入
学
制
度
L

は
、
こ
れ
ら
の
本
質
的
問
題
を
何
ら
解
決
し
て

い
な
い
ば
か
り
か
、
「
尚
子
生
化
」
に
よ
る
教
育
を
一
歩
も
脱
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
生
涯
教
育
と
し
て
の
「
高
等
教
育
」
は
実
現
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

社
会
的
に
も
不
利
益
で
あ
る
。
。
人
は
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
等
し
く
教
育
を
受
け
る

権
利
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
3
)
教
育
の
制
度
的
保
証

一 150-

人
は
、
な
ぜ
学
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
八
年
の
総
理
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

生
涯
学
習
の
目
的
と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
知
識
@
教
養
を
高
め
趣
味
を
豊
か
に
す

る
た
め
」
で
あ
る
(
文
部
省
編
門
我
が
国
の
文
教
施
策
旬
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

生
涯
学
習
に
対
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
学
習
成
果
に
対
す
る
評
価
の
制
度
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
。

学
ぶ
過
程
に
最
大
の
喜
び
を
求
め
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
制
度

は
必
要
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
は
学
習
の
成
果
に
対
す
る
一

定
の
客
観
的
評
価
と
資
格
の
付
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
も
、
現
在
の
わ
が
国
の
教
育
の
体
系
と
互
換
性
を
も
た
せ
た
か
た
ち
で
の
制
度
を

必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
客
観
的
な
も
の

で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
学
習
の
分
野
に
限
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
わ
が
国
の
教
育
は
、
実
務
教
育
や
、

社
会
教
育
と
は
区
別
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
孤
立
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
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高等教高機関におげる25議以上の学生の比率

圏 名 アメ !jカ イギリス 置費ドイツ a 本

25議以上 42.(1% 3~. 自% 5自.百% 2.(1% 

24愈以下 53.!!器 66.0% 50.自路 錦 .0%

{アランスのみ26成以上、 25綾以下}

生護学醤の自的

@知識。教護をi留め、趣味を豊かにするため

e 他の人と親睦を深めたり、友人を1寄るため

e 自由時間を有効に活用したり、老後の人生を有意義にする

ため

@髄蹴'体力づくりのため

@時代のi1皇wに連れないよう、世の中のことを知るため

@家臨 e 日常生活'や地域をよりよ〈するため

@その他

@特に理由はない@わからない

65.宮%
48.6 

46.2 

40個 4

36.8 

26.4 

0.4 

1.1 

{目白.fW.iJ~~)参考:総理府『生経学習に1刻する世論調資』

て
き
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
時
に
は
、
寸
象
牙
の
塔
し
と
さ
え
呼
ば
れ
た
。
わ
が
国
の
教

育
が
、
こ
の
よ
う
な
在
り
方
を
継
続
す
る
限
り
、
生
涯
教
育
社
会
な
ど
と
い
う
の
は

到
来
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
民
衆
の
知
識
と
知
恵
を
結
集
し
た
生
き
い
き
と
し
た
社

会
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

J
子
問
の
府
」
は
、
変
貌
す

る
社
会
か
ら
離
れ
た
架
空
の
現
実
を
追
い
、
限
り
な
く
時
代
か
ら
遁
走
す
る
存
在
と

な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
個
人
の
無
駄
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
的
に
も
不
利
益
の

そ
し
り
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

(
4
)
非
伝
統
型
教
育
の
意
義
|
時
間
や
空
間
の
限
定
を
受
け
な
い
教
育

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
寸
非

伝
統
型
L

教
育
(
ノ
ン
@
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
@
エ
デ
ュ
ケ
l
シ
ョ
ン
)
を
提
唱
す

る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
一
体
、
「
非
伝
統
型
」
教
育
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
で
は
つ
と
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
殆
ど
耳
に
し
た

こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

寸
非
伝
統
型
L

教
育
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
二
年
に

R
。
T
。
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
が

「
時
間
や
空
間
の
制
限
を
受
け
な
い
学
習
経
験
し
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
は
時
間
や
空
間
に
お
け
る
一
定
の
拘
束
に
よ
っ
て
成
立
す
る
寸
学

校
式
教
育
し
と
対
立
す
る
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
教
育
の
方
法
上
の
特
徴
と

し
て
、
既
往
の
履
歴
に
対
す
る
単
位
認
定
の
遠
距
離
教
育
、
学
外
学
位
な
ど
が
含
ま

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(
D
。
D
。
C
a
m
p
b
e
l
l
、
T
h
e
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「
非
伝
統
型
教
育
し
を
二
九
七
0
年
代
初
頭
に
、
非
伝
統
型
教
育
研
究
部
会
に

よ
っ
て
検
討
さ
れ
た
学
外
学
位
、
単
位
互
換
、
経
験
学
習
や
教
育
の
そ
の
他
の
側
面

に
関
す
る
米
国
の
用
語
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
非
伝
統
型
教
育
」
と
い
う
の
は
、
単
に
、
寸
学
校
式
教
育
」
に
対
立

す
る
概
念
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
は
な
く
、
米
国
に
お
け
る
、
次
の

よ
う
な
特
定
の
性
格
を
も
っ
高
等
教
育
の
在
り
方
を
示
す
「
専
門
用
語
」
な
の
で
あ

る。

VoI.28-A， 

①
経
験
学
習

(
E
x
p
e
r
i
e
n
t
i
a
l

大
学
以
外
に
お
け
る
社
会
経
験
や
学
習
に
基
づ
い
て
単
位
を
認
定
す
る
こ
と
を
い

う
。
全
米
教
育
協
議
会
の
調
査
に
よ
る
と
米
国
の
大
学
の
九
七
%
は
、
大
学
以
外
で

取
得
し
た
学
習
の
単
位
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
大
学
問
の
単
位
互
換
さ
え
、
よ
う
や
く
導
入
さ
れ
た
の
が
一
九
八

二
年
の
大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
あ
っ
て
も
、
一
九
八
七

年
時
点
で
、
単
位
互
換
制
度
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
一
一
六
大
学
(
四
九
0
大
学

の
う
ち
の
二
四
%
)
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

L
e
a
r
n
i
n
g
)
 

平成 5年，第28号A，愛知工業大学研究報告，

②
学
外
学
位

教
室
授
業
を
前
提
と
し
な
い
で
取
得
さ
れ
る
単
位
で
あ
り
、

米
教
育
協
議
会
に
よ
る
調
査
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
履
歴
開
発

高
等
教
育
の
水
準
に
到
達
す
る
と
み
な
さ
れ
る
過
去
の
学
習
経
験
や
業
績
を
単
位

と
し
て
認
定
す
る
。

④
契
約
学
習

学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
指
導
を
行
う
側
と
学
習
者
の
闘
で
の
合
意
に
基
づ
い
て

個
別
に
行
わ
れ
る
。

⑤
遠
距
離
学
習

非
伝
統
型
教
育
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
通
信
な
ど
の
手
段

に
よ
る
遠
距
離
学
習
の
方
式
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
に
、
全

384 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
非
伝
統
的
教
育
が
、
そ
の
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
た
人
々

に
よ
っ
て
悪
用
さ
れ
、
教
育
の
質
が
改
め
て
間
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
@
。

(
5
)
 
日
本
国
教
育

す
で
に
、
わ
が
国
で
は
、
非
伝
統
型
教
育
等
想
像
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
た
の
で
、
次
に
い
く
つ
か
の
私
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。

①
グ
ラ
ン
ド
の
た
め
に
大
学
の
立
地
が
制
限
さ
れ
る

例
え
ば
関
東
の
場
合
、
大
学
が
都
心
を
離
れ
て
近
郊
へ
移
転
す
る
例
が
多
く
み
ら

れ
る
。
新
設
の
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
、
埼
玉
、
茨
城
、
千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
等
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寸
東
京
j
大
学
L

「
西
東
京
1
大
学
」
と
い

う
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

都
市
機
能
の
集
中
を
防
ぐ
た
め
に
大
学
を
含
む
諸
機
関
を
分
散
す
る
こ
と
に
は
筆

者
は
大
賛
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
関
連
す
る
機
能
を
複
合
さ
せ
て
移
転
さ
ぜ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
移
転
の
主
要
な
理
由
は
、
空
間
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理

由
の
一
部
を
構
成
す
る
の
は
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
一
体
体
育
の
授
業
な
し
の
高
等
教

育
と
い
う
の
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
の
企
業
や
住
民
、
そ
の
他
の
社

会
的
機
能
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
そ
高
等
教
育
は
そ
の
役
割
を
果
た
ぜ
る
の
で

上
亡
、
当
。

k
t
L
カ

ー 152-

②
図
書
館
を
地
域
へ
の
開
放

一
体
、
社
会
人
が
読
む
の
は
せ
い
ぜ
い
流
行
小
説
か
著
名
人
の
エ
ッ
セ
イ
程
度
等

と
は
誰
が
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
学
術
書
は
大
学
が
占
有
す
べ
き
も

の
と
は
誰
が
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
人
が
歴
史
や
文
学
を
学
ぶ
た
め
に
学
術

書
を
利
用
し
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
は
も
と
も
と
は
国
民
の
税
金
に

基
づ
く
補
助
金
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
国
民
に
開
放
す

る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
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③
専
門
学
校
の
高
等
教
育
の
中
へ
の
位
置
づ
け

主要諸外国の学校教育と日本との比較

高
等
教
育
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
米
国
風
に
中
等
後
教
育
と
す
る
の
が
適
切
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
学
校
以
降
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
等
専
修
学
校
の
中
で

大
学
入
学
資
格
を
付
与
さ
れ
る
学
校
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
通

信
教
育
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
等
専
修
学
校
卒
業
時
に
高
卒
資
格
を
取
得

し
た
り
、
専
門
学
校
で
短
期
大
学
の
通
信
教
育
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
専
門
学

校
卒
業
と
同
時
に
短
大
卒
業
資
格
を
取
得
す
る
例
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
後
者
は
、
行
政
側
の
関
与
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
場
の
需

要
と
知
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
教
育
も
実
態
は
こ
の
よ
う
に
複
線
化
、
複
々
線
化
が
進
行

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
提
案
は
、
こ
れ
を
公
然
化
し
法
令
に
よ
っ
て
保
証
す
べ

し
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
専
門
学
校
の
教
育
水
準
を
格
段
に
向
上

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
教
員
も
必
要
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
実
態
は
大
学

を
は
る
か
に
越
え
る
水
準
の
教
育
を
実
現
し
て
い
る
専
門
学
校
も
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。
私
の
意
見
は
、
様
々
な
職
業
的
な
知
恵
や
技
能
を
養

成
す
る
学
校
を
中
等
後
教
育
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
地
位
を

確
立
さ
ぜ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
補
助
金
の
格
差
是
正
も
あ
る
し
、

大
学
と
の
単
位
互
換
等
も
当
然
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
6
〉
変
化
す
る
日
本
の
教
育
制
度

わ
れ
わ
れ
が
、
生
涯
教
育
と
非
伝
統
型
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
聞

に
も
、
我
が
国
の
教
育
制
度
は
今
や
急
激
に
変
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
例
え
ば
、
【
官
報
】
(
号
外
第
七
五
号
一
九
九
一
年
六
月
三
日
号
)
は
、
大
学

設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
文
部
省
令
第
二
四
号
)
や
大
学
院
設
置
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
間
二
五
〉
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
(
同
二
六
)
、
さ
ら
に
、
学
位
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
二
七
)
、

等
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
は
、
一
九
八
七
年
に
設
置
さ
れ
た
大
学
審
議
会
の
審
議
経
過
と
呼

応
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
学
審
議
会
は
、
一
九
八
八
年
に
は
「
大
学
院
制
度
の
弾
力

化
に
つ
い
て
」
と
い
う
答
申
を
行
い
、
一
九
九
一
年
二
月
は
、
寸
大
学
教
育
の
改
善
に

つ
い
て
ヘ
「
学
位
制
度
の
見
直
し
お
よ
び
大
学
院
の
評
価
に
つ
い
て
L

、
寸
学
位
授
与

機
関
の
創
設
に
つ
い
て
L

、
「
短
期
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
、
寸
高
等
専
門
学
校

教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」
等
の
答
申
を
行
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
高
等
教
育
が
次
第

に
開
放
さ
れ
る
方
向
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
。
学
校
歴

の
問
題
を
は
じ
め
、
一
朝
一
夕
に
解
決
さ
れ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

五
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
教
育

第
二
次
大
戦
後
、
二
回
に
わ
た
る
五
ヵ
年
計
画
で
、
ソ
ビ
エ
ト
は
よ
う
や
く
戦
争

の
被
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
家
庭
生
活
の
意
義
を
積
極
的
に
認
め
た
り
、

ギ
リ
シ
ャ
正
教
と
の
妥
協
を
は
か
る
方
針
な
ど
も
定
着
し
て
、
社
会
生
活
に
安
定
度

も
加
わ
っ
た
、
第
五
次
五
ヵ
年
計
画
の
成
功
に
よ
っ
て
七
年
学
制
が
全
国
に
普
及
し

(
一
九
五
一
)
、
多
く
の
都
市
で
は
そ
れ
の
一

0
年
制
学
校
(
初
・
中
等
普
通
教
育
〉

へ
の
移
行
も
進
ん
だ
、
こ
の
間
、
第
一
九
回
党
大
会
(
一
九
五
二
)
で
は
寸
ソ
連
邦

に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
(
ス
タ
ー
リ
ン
〉
の
指
示
に
従
っ
て
、
綜
合

技
術
教
育
の
復
権
の
道
が
こ
う
し
て
聞
か
れ
た
。

五
三
年
三
月
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
に
、
五
六
年
の
第
二

0
党
大
会
で
は
、
激
し
い

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
展
開
さ
れ
た
が
、
こ
の
大
会
で
は
平
和
共
存
路
線
を
認
識
し
つ

つ
、
第
六
次
五
ヵ
年
計
画
が
発
表
さ
れ
、
綜
合
技
術
教
育
を
導
入
し
た
一

0
年
制
学

校
の
全
国
的
な
実
現
が
約
束
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
過
去
に
お
け
る
教
育
と
生
活
と
の

明
ら
か
な
断
絶
や
、
生
徒
の
実
践
活
動
へ
の
準
備
不
足
が
、
重
大
な
欠
陥
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
五
六
年
二
一
月
、
「
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
」
誌

上
に
、
「
子
ど
も
の
教
育
と
発
達
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
コ
ス
チ
ュ

1

ク
の
論
文
が
、
提
案
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
い
っ
ぱ
ん
の
支
持
を
う
け
た
。
こ
れ

以
後
、
「
発
達
」
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
研
究
の
必
要
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

-153-
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「
児
童
学
批
判
」
(
一
九
三
六
)
以
来
ソ
ビ
エ
ト
教
育
界
に
は
び
こ
っ
て
い
た
形
而
上

学
的
な
教
育
万
能
論
は
影
を
ひ
そ
め
た
。
五
八
年
三
月
の
ザ
ン
コ
フ
の
論
文
「
教
育

と
発
達
の
問
題
に
つ
い
て
し
が
以
上
の
経
過
を
総
括
す
る
。

こ
う
し
て
五
八
年
一
一
月
、
党
中
央
委
は
、
新
七
ヵ
年
計
画
案
を
決
定
す
る
と
と

も
に
、
ソ
ビ
エ
ト
閣
僚
会
議
と
の
共
同
テ
ー
ゼ
寸
学
校
と
生
活
と
の
結
び
つ
き
の
強

化
と
、
国
民
教
育
制
度
の
い
っ
そ
う
の
発
展
に
つ
い
て
」
を
採
択
、
翌
月
、
ソ
ビ
エ

ト
最
高
会
議
は
同
名
の
法
律
を
可
決
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
一
三
年
決
定
以
来
の

教
育
方
針
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
転
換
な
い
し
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
一
年
の
第
二
二
副
党
大
会
は
、
中
。
ソ
の
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
、
国
際
政

治
の
多
極
化
に
道
を
聞
い
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
園
内
で
は
六
四
年
ま
で
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ

体
制
が
存
続
し
、
米
ソ
の
平
和
共
存
関
係
も
安
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

社
会
主
義
的
教
育
理
想
も
次
第
に
具
体
化
さ
れ
る
。
こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
綱

領
の
う
ち
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
教
育
、
科
学
お
よ
び
文
化
の
領
域
に
お
け
る
党
の
課

題
」
は
、
「
社
会
主
義
体
制
の
勝
利
の
の
ち
に
お
い
て
も
、
人
間
の
意
識
お
よ
び
行
為

の
う
ち
に
は
、
社
会
の
前
進
を
回
む
資
本
主
義
の
残
淳
が
な
お
残
っ
て
い
る
L

と
し

て
、
新
し
い
社
規
主
義
的
人
間
像
を
示
し
て
お
り
、
や
が
て
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
生

徒
規
則
」
(
一
九
七
二
)
が
制
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
学
習
権
の
制
度
的
保
障
に
つ
い
て
は
、
「
就
学
前
教
育
施
設
の
い
っ
そ
う
の

発
展
、
学
齢
前
児
童
の
保
育
お
よ
び
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
措
置
に
つ
い

て
」
(
五
九
年
五
月
、
党
中
央
委
、
閣
僚
会
議
決
定
)
の
も
と
守
つ
い
て
、
学
童
保
育
制

学
校
の
組
織
化
(
一
九
六

0
)
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
「
中
等
普
通
教

育
学
校
の
仕
事
の
い
っ
そ
う
の
改
善
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
」
(
六
六
年
一
一
月
、

党
中
央
委
、
閣
僚
会
議
決
定
〉
に
も
と
さ
つ
い
て
、
「
中
等
普
通
教
育
学
校
規
程
」
(
一

九
七

0
)
が
制
定
さ
れ
た
。
中
等
普
通
教
育
学
校
と
は
一

0
年
制
(
初
・
中
等
前
期
)

学
校
の
こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
ほ
か
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
高
等
教
育
施
設
規
程
L

(

一
九
六
九
)
が
、

職
業
技
術
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
職
業
技
術
教
育
の
い
っ
そ
う
の
改
善
し
に
関
す
る
党

中
央
委
員
会
お
よ
び
閣
僚
会
議
の
決
定
(
一
九
七
二
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
綱
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
包
括
的
に
法
制
化
し
た
の
が
「
ソ
連
邦
お
よ
び
連

邦
構
成
共
和
国
の
国
民
教
育
に
関
す
る
立
法
の
基
礎
」
い
わ
ゆ
る
「
国
民
教
育
基
本

法
L

(

一
九
七
二
一
)
で
あ
り
、
七
三
年
七
月
、
ソ
ビ
エ
ト
最
高
会
議
で
採
択
さ
れ
、
翌

七
四
年
一
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
⑫
。

初
等
学
校

1

1

一
j

四
学
年

前

期

中

等

学

校

五

j
九
学
年

後
期
中
等
普
通
教
育
学
校

お
よ
び
職
業
学
校

l

l
一
0
年
1
一
一
学
年
の
普
通
教
育
学
校
、
中
等
職

業
技
術
学
校
、
中
等
専
門
学
校
。

中
等
普
通
教
育
学
校
は
一
一
年
制
と
な
る
。
就
学
年
齢
は
、

と
な
る
。

一
年
早
め
ら
れ
六
歳

こ
れ
ら
は
、
現
在
大
多
数
の
児
童
を
受
け
入
て
い
る
就
学
前
児
童
教
育
シ
ス
テ
ム

の
発
達
、
幼
稚
園
や
学
校
い
お
け
る
授
業
経
験
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
六
歳
入

学
へ
の
移
行
は
、
教
場
の
補
充
整
備
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
待
ち
、
ま
た
親
の

希
望
、
児
童
の
発
達
水
準
、
地
域
的
条
件
を
考
慮
し
た
上
で
、
一
九
八
六
年
よ
り
何

年
か
か
け
て
除
々
に
実
施
さ
れ
る
。
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
一
定
数
の
児
童
が
七

歳
入
学
と
な
り
、
六
歳
児
の
指
導
は
、
学
校
と
同
様
、
幼
稚
園
年
長
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
も
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
わ
れ
る
。

初
等
学
校
(
一
四
学
年
)
に
お
け
る
学
習
期
間
は
一
年
増
え
る
。
こ
れ
に
よ
り

児
童
は
よ
り
基
礎
的
な
学
習
、
読
み
、
書
き
、
計
算
や
初
歩
的
労
働
の
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
同
じ
に
生
徒
の
負
担
を
軽
減
し
、
つ
ぎ
の
段
階
の
基

礎
知
識
の
理
解
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

前
期
中
等
教
育
学
校
(
五
九
学
年
)
は
、
現
在
同
様
五
年
間
で
基
礎
知
識
を
習

得
さ
せ
る
。
九
学
年
終
了
に
よ
り
、
生
徒
は
通
常
一
五
歳
で
、
前
期
中
学
校
等
教
育

を
修
了
す
る
。
青
少
年
の
普
通
労
働
教
育
の
課
題
が
基
本
的
に
解
決
さ
れ
る
。
職
業

指
導
の
諸
措
置
と
関
連
さ
せ
て
、
将
来
の
職
業
選
択
を
容
易
に
す
る
た
め
の
諸
条
件

A
4
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h
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が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
九
年
制
学
校
は
、
中
等
普
通
教
育
と
種
々
の
職
業
訓
練
を
受

け
る
た
め
の
基
礎
で
あ
る
。

後
期
中
等
学
校
と
職
業
学
校
は
、
普
通
教
育
学
校
の
一

0
、
一
一
学
年
、
職
業
技

術
学
校
、
中
等
専
門
学
校
を
含
む
。
そ
れ
は
青
年
の
一
般
中
等
教
育
、
労
働
訓
練
、

職
業
訓
練
を
実
施
す
る
。

九
学
年
卒
業
者
が
進
む
コ

1
ス
の
相
互
関
係
は
、
国
民
経
済
の
需
要
に
よ
っ
て
、

ま
た
生
徒
の
興
味
や
才
能
、
親
の
希
望
、
学
校
の
教
育
評
議
会
の
勧
告
等
を
考
慮
し

た
上
で
定
め
ら
れ
る
。
九
学
年
を
卒
業
し
て
中
等
職
業
技
術
学
校
に
進
む
者
の
数
と

割
合
い
は
、
将
来
約
二
倍
に
増
え
る
。
こ
の
際
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
、
町
村
の
特
殊
性

が
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

八
九
学
年
の
生
徒
に
は
、
彼
ら
の
志
望
に
応
じ
て
物
理
@
数
学
系
、
化
学
@
生

物
学
、
社
会
@
人
文
系
の
各
教
科
を
選
択
授
業
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
深
く
学

ぶ
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
。
一

o
l
一
一
学
年
の
労
働
教
育
は
、
生
産
部
門
、
非
生

産
部
門
に
必
要
と
さ
れ
る
多
く
の
職
業
の
習
得
と
結
び
つ
け
て
行
わ
れ
る
。

後
期
中
等
普
通
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
は
、
よ
り
高
度
の
専
門
技
能
を
習
得
し

た
り
、
よ
り
難
し
い
職
業
に
就
く
た
め
に
、
中
等
職
業
技
術
学
校
の
一
年
間
コ

1
ス、

二
年
@
二
一
年
制
の
中
等
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
に
入
る
。
彼
ら
の
一
部
分
は
一
一
年

制
中
等
学
校
で
習
得
し
た
労
働
教
育
に
応
じ
て
、
国
民
経
済
部
門
で
働
く
。
青
年
の

希
望
、
親
や
労
働
界
の
意
見
を
考
慮
し
、
い
く
つ
か
の
職
業
の
年
齢
制
限
引
き
下
げ

に
つ
い
て
の
問
題
を
解
決
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
、
二
回
の
五
か
年
計
画
期
間
中
に
、
一
般
職
業
教
育
が
青

年
の
普
通
中
等
教
育
に
補
足
さ
れ
る
。
若
い
人
々
全
員
が
、
就
職
す
る
ま
で
に
職
を

身
に
つ
け
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
将
来
的
に
は
、
普
通
教
育
学
校

と
職
業
学
校
の
接
近
。
統
一
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
単
一
労
働
総
合
技
術
学
校
に
つ

い
て
の
レ

l

ニ
ン
の
思
想
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
現
実
化
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

現
在
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
職
業
技
術
教
育
施
設
は
改
組
さ
れ
て
、
入

学
者
の
教
育
水
準
に
応
じ
、
職
業
別
に
ま
た
学
習
の
形
態
と
年
限
別
に
科
の
分
れ
た

主要諸外国の学校教育と日本との比較

「
中
等
職
業
技
術
学
校
」
に
一
本
化
さ
れ
る
。
九
学
年
修
了
者
は
通
常
三
年
間
中
等

職
業
技
術
学
校
に
学
び
、
職
業
を
身
に
つ
け
な
が
ら
後
期
中
等
普
通
教
育
を
完
了
す

る
。
一
一
学
年
修
了
者
が
も
っ
と
高
度
の
技
能
や
難
し
い
職
を
ム
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
一
年
以
内
の
修
業
期
間
で
中
等
職
業
技
術
学
校
の
必
要
な
科
に
入
る
。
中
等

職
業
技
術
学
校
は
、
国
民
経
済
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
た
め
に
技
能
労
働
者
を
養
成

す
る
こ
と
を
専
門
と
し
、
そ
れ
は
、
生
産
合
同
、
企
業
、
建
設
所
や
諸
組
織
と
提
携

し
て
、
ま
た
農
村
部
に
お
い
て
は
、
農
工
業
連
合
体
、
ソ
フ
ト
ホ
!
ズ
、
コ
ル
ホ
ー

ズ
、
経
営
体
間
企
業
と
提
携
し
て
作
ら
れ
る
。
提
携
企
業
と
職
業
技
術
学
校
の
相
互

関
係
は
、
ソ
連
閣
僚
会
議
の
制
定
す
る
条
例
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
。

中
等
専
門
学
校
(
テ
フ
ニ
ク
ム
、
教
育
専
門
学
校
、
医
療
専
門
学
校
、
そ
の
他
)

も
青
年
の
養
成
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
生
産
、
教
育
、
保
険
、

文
化
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
下
級
部
門
に
お
け
る
熟
諌
専
門
家
や
組
織
者
を
養
成
し
、

国
民
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
専
門
家
の
隊
列
を
補
充
し
、
同
時
に
一
般
中
等
教
育
問
題
の

解
決
に
も
寄
与
す
る
。
今
後
も
国
民
経
済
が
必
要
と
し
て
い
る
中
等
専
門
教
育
を
受

け
た
専
門
家
の
養
成
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

最
近
、
後
期
中
等
教
育
を
受
け
て
テ
フ
ニ
ク
ム
で
学
ぶ
青
年
が
増
加
し
た
。
こ
れ

ら
の
教
育
機
関
の
定
員
補
充
源
と
し
て
、
前
期
中
等
教
育
学
校
も
保
持
し
て
い
く
の

が
望
ま
し
い
。
修
業
年
限
の
短
縮
さ
れ
た
中
等
専
門
学
校
の
卒
業
生
の
中
か
ら
高
等

教
育
を
受
け
た
専
門
家
を
養
成
す
る
経
験
を
発
展
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

中
等
教
育
を
受
け
ず
に
働
い
て
い
る
青
年
の
た
め
に
は
、
夜
間
学
校
(
交
替
制
の
)

と
通
信
教
育
学
校
を
残
し
、
そ
こ
で
は
、
生
産
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
普
通
中
等
教

育
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
活
動
の
内
容
、
組
織
面
で
の
重
大
な
欠
点
を
排
除
し
、

学
習
養
育
課
程
の
質
を
向
上
さ
せ
、
生
徒
の
定
員
設
定
を
き
ち
ん
と
計
画
す
る
。

普
通
教
育
学
校
、
職
業
学
校
に
お
け
る
活
動
を
改
善
し
、
こ
れ
ら
の
卒
業
生
た
ち

が
高
等
教
育
機
関
に
進
学
す
る
際
の
条
件
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
等
教
育

を
受
け
た
専
門
家
の
養
成
活
動
を
さ
ら
に
改
善
す
る
新
た
な
可
能
性
が
ひ
ら
け
る
。

大
学
生
を
生
み
出
す
社
会
的
基
盤
が
拡
大
し
、
高
等
教
育
を
受
け
る
青
年
の
責
任
感
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と
自
覚
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
高
等
教
育
機
関
入
学
の
新
た
な
選
考
規
則
を
検
討
す
る
。

こ
の
際
、
大
学
入
試
に
お
い
て
学
校
で
の
平
均
点
を
考
慮
す
る
と
い
う
規
定
は
廃
止

さ
れ
る
@
。

六
。
中
国
の
学
制

Mar.1993 

中
国
の
学
制
に
つ
い
て
は
開
放
前
と
開
放
後
と
で
は
多
く
の
点
で
異
な
っ
て
居

る
。
一
九
六

0
年
代
後
半
に
お
け
る
文
化
大
革
命
の
と
き
は
、
在
籍
は
多
く
と
も
学

生
は
学
校
に
な
く
、
農
村
に
働
き
に
行
っ
て
居
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
て
、
と
て
も
統

一
し
た
こ
と
を
書
き
し
る
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
文
化
代
革
命
を
終
り
、
日
本
、
そ
の
他
の
国
に
大
量
の
留
学
生
が
学
び
、

ま
た
多
く
の
技
術
の
研
修
が
始
ま
る
と
世
界
の
学
制
と
違
う
方
式
を
と
る
こ
と
と
は

出
来
な
く
な
り
、
最
近
漸
く
か
た
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
こ
で
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
共
に
訪
問
の
時
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
又
は
学
校

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
様
に
要
約
す
る

こ
と
が
出
来
る
@
@
。

Vo1.28-A， 平成 5年，第28号A，

(
1
〉
初
等
教
育
(
現
在
六
年
制
が
全
国
で
実
現
〉

日
本
の
小
学
か
ら
中
学
に
相
当
す
る
学
制
は
、
中
国
で
は
六
・
三
制
、
五
二
ニ
制
、

九
年
一
貫
制
な
ど
が
併
存
し
て
い
る
。
現
在
、
定
着
を
図
っ
て
い
る
義
務
教
育
は
九

年
で
あ
り
、
六
・
三
制
、
五
・
四
制
等
が
あ
る
。
九
八

0
年
代
末
の
時
点
で
は
、
小

学
は
、
満
六
歳
入
学
に
よ
る
六
年
制
へ
移
行
段
階
に
あ
る
も
の
の
、
一
部
の
農
村
や

辺
境
地
区
の
大
部
分
は
、
満
七
歳
入
学
に
よ
る
五
・
三
制
の
八
年
で
あ
っ
た
。
一
九

八
八
年
の
小
学
校
の
就
学
率
9
7
0
5
%
で
、
中
学
校
へ
の
進
学
率
7
1
0
5
%
、

中
学
か
ら
後
期
中
等
教
育
機
関
へ

4
0
0
2
%
、
全
日
制
普
通
高
校
か
ら
高
等
教
育

機
関
へ
は

2
7
0
2
%
で
あ
る
。
又
少
数
民
族
の
た
め
に
は
、
各
民
族
語
で
教
育
を

行
っ
て
い
る
@
。
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で
は
、
こ
れ
以
前
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
七
一
年
初
頭
の
報
道
に
よ
る
と
、

山
西
省
昔
陽
県
で
は
五
年
制
の
小
学
が
全
県
に
普
及
し
、
各
地
で
七
年
制
の
教
育
が

い
き
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
七
三
年
に
は
、
全
国
の
一
四
の
省
・
自
治
区

で
小
学
五
年
制
・
中
学
ニ
年
制
・
高
校
二
年
制
の
九
年
制
を
実
施
、
七
の
省
・
市
・

自
治
区
で
五
・
一
ニ
・
二
ま
た
は
六
・
四
の
十
年
制
を
実
施
、
九
の
省
・
自
治
区
で
は

都
市
部
で
十
年
制
を
、
農
村
で
は
九
年
制
を
試
み
て
い
た
。
七
八
年
に
公
表
さ
れ
た

「
全
国
十
年
制
小
中
学
校
授
業
計
画
試
行
草
案
L

は
、
小
学
校
五
年
制
・
中
学
三
年

制
・
高
校
二
年
制
の
十
年
制
を
提
示
し
、
始
業
は
秋
と
し
た
。
入
学
年
齢
は
、
満
六

歳
半
ま
た
は
満
六
歳
を
し
だ
い
に
実
現
す
る
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
条
件
が

良
く
整
備
さ
れ
た
学
校
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

小
学
か
ら
高
校
ま
で
を
二
一
年
と
す
る
動
き
は
、
七
九
年
半
ご
ろ
に
は
じ
ま
る
。

八
0
年
秋
に
は
北
京
市
で
、
小
学
を
除
々
に
五
年
制
か
ら
六
年
制
に
移
す
こ
と
が
掲

示
さ
れ
た
。
だ
が
、
教
育
部
は
八
一
年
に
至
っ
て
も
、
北
京
市
・
上
海
市
・
天
津
市

な
ど
の
条
件
が
良
好
な
地
区
を
除
い
て
は
、
八
五
年
ま
で
は
五
年
制
を
と
る
こ
と
を

通
知
し
て
お
り
、
北
京
市
で
実
際
に
入
学
年
齢
の
引
下
げ
を
決
定
し
た
の
は
八
五
年

で
あ
る
。
こ
の
秋
か
ら
都
市
部
で
満
六
歳
三
か
月
、
農
村
で
満
六
歳
九
か
月
で
入
学

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
北
京
市
の
都
市
部
で
は
七
0
年
代
後
半
に
は
六

年
制
に
移
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
試
行
は
相
当
早
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在

六
年
制
は
、
全
国
範
囲
で
も
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
く
。
し
か
し
中

国
で
は
学
年
を
と
ぶ
飛
級
制
度
が
行
わ
れ
て
い
る
。
又
逆
に
一
学
期
ま
た
は
連
続
し

て
二
学
期
、
三
科
目
又
は
主
要
二
科
目
が
不
合
格
の
場
合
、
留
年
と
な
る
。

p
h
U
 

F
h
d
 

(
2
)
中
等
教
育
(
職
業
教
育
を
す
る
中
等
専
門
学
校
)

日
本
の
中
学
に
あ
た
る
課
程
は
、
「
初
級
中
学
」
あ
る
い
は
省
略
し
て
「
初
中
」
と

表
記
さ
れ
る
。
初
級
中
学
に
は
、
普
通
科
で
あ
る
普
通
中
学
と
、
職
業
技
術
教
育
を

行
う
職
業
中
学
・
農
業
中
学
が
あ
る
。
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日
本
の
高
校
に
あ
た
る
課
程
は
、
同
様
に
「
高
級
中
学
」

J

両
中
」
と
表
記
さ
れ
る
。

普
通
高
級
中
学
、
職
業
高
級
中
学
・
農
業
高
級
中
学
が
あ
る
。
中
等
教
育
に
は
、
さ

ら
に
中
学
校
等
専
科
学
校
が
あ
る
。
中
等
専
科
学
校
は
、
中
級
技
術
者
の
養
成
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
初
級
中
学
卒
業
生
を
対
象
と
す
る
も
の
と
高
級
中
学
校
学
卒
業

生
を
対
象
と
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

中
国
の
中
等
教
育
は
普
通
教
育
の
場
合
、
日
本
と
同
様
に
中
学
三
年
制
・
高
校
三

年
制
の
六
年
を
基
本
と
す
る
が
、
一
部
で
中
学
四
年
制
・
高
校
二
年
制
の
新
学
制
も

試
行
さ
れ
て
い
る
。
中
等
専
科
学
校
に
含
ま
れ
る
中
等
師
範
学
校
は
二
年
制
で
あ
る
。

小
学
同
様
に
過
去
の
変
動
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
六
八
年
か
ら
六
九
年
に
か
け
て
の

こ
ろ
、
甘
粛
省
蘭
州
県
の
あ
る
中
学
で
は
、
中
等
教
育
六
年
を
中
学
二
年
制
・
高
校

二
年
制
の
四
年
に
改
め
て
移
行
す
る
用
意
を
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
ま
た
、
三
・

三
制
に
も
ど
っ
て
い
る
。

な
お
、
上
述
の
中
等
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
す
る
社
会
人
を
対
象
に
し
た
成
人

学
校
が
あ
り
、
急
速
に
発
展
し
て
い
る
。
大
学
に
も
成
人
学
院
が
存
在
し
、
多
数

の
社
会
人
が
学
ん
で
い
る
。

国
家
教
育
委
員
会
は
、
九
0
年
一
月
二

0
日
」
「
普
通
高
等
教
育
機
関
学
生
管
理
規

定
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
寸
規
定
L

は
総
則
学
籍
、
課
外
活
動
、
服
務
、
奨
励
、
処

分
な
ど
六
章
七
0
条
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
@
。

ま
た
、
中
級
技
術
者
を
養
成
す
る
職
業
学
校
と
し
て
、
職
業
(
技
術
〉
学
校
と
、

技
工
学
校
が
あ
る
。
前
者
は
、
熟
練
労
働
者
、
あ
る
い
は
初
級
・
中
級
技
術
者
の
養

成
を
目
的
に
し
て
い
る
。
技
工
学
校
は
、
中
級
技
術
労
働
者
の
養
成
を
目
的
に
す
る

学
校
で
あ
る
。
上
述
の
中
等
専
科
学
校
、
職
業
(
技
術
)
学
校
、
技
工
学
校
の
募
集

対
象
と
修
業
年
限
は
、
八
二
年
の
時
点
で
は
中
等
専
業
学
校
の
場
合
に
中
学
卒
業
生

は
四
年
制
、
高
校
卒
業
生
は
二

l
一
ニ
年
制
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
技
工
学
校
は
主
に

高
校
卒
業
生
を
募
集
対
象
と
し
て
二
年
制
、
技
工
学
校
は
一
、
一
一
一
一
一
年
制
と
ま
ち
ま

ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
近
年
で
は
、
い
ず
れ
も
中
学
卒
業
生
の
場
合
に
三
1
四
年
制
、

高
校
卒
業
生
は
二

1
四
年
制
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
普
通
教
育
と
職
業
技
術
教
育
を
併

主要諸外国の学校教育と日本との比較

せ
て
行
う
学
校
で
あ
る
が
、
統
計
上
は
普
通
高
校
と
中
等
専
業
学
校
は
並
立
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
職
業
(
技
術
)
学
校
と
技
工
学
校
は
そ
れ
ら
と
は
別
扱
い

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
江
蘇
省
に
お
い
て
は
省
の
下
の
市
の
管
轄
に

な
っ
て
い
る
。
又
大
専
院
校
と
一
般
に
云
わ
れ
る
の
は
、
高
等
教
育
機
関
の
総
称
と

し
て
の
大
学
・
大
学
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
大
学
専
科
学
校
の
総
称
で
あ
る
@
。

(
3
〉
高
等
教
育

高
等
教
育
は
、
大
学
と
大
学
並
み
の
教
育
を
指
す
。
高
等
教
育
ゆ
え
に
分
類
上
は

「
高
等
学
校
」
と
表
記
さ
れ
る
た
め
に
、
日
本
人
は
誤
解
し
や
す
い
。
全
日
制
の
課

程
に
は
、
「
1
大
学
L

の
名
称
の
ほ
か
に
、
主
に
「
i
学
院
L

寸
1
専
科
学
校
L

と
よ

ば
れ
る
高
等
専
門
学
校
、
さ
ら
に
短
期
職
業
大
学
が
あ
る
。
上
記
の
学
校
の
卒
業
生

は
い
ず
れ
も
中
国
に
お
い
て
は
大
学
卒
業
で
あ
る
が
、
卒
業
単
位
は
修
得
し
た
も
の

の
卒
業
試
験
に
合
格
し
な
い
場
合
は
単
位
修
得
で
あ
り
、
大
学
の
学
力
を
認
め
ら
れ

る
卒
業
と
は
区
別
さ
れ
る
。
学
士
は
四
年
制
本
科
の
成
績
優
秀
な
卒
業
生
で
あ
る
。

高
等
専
門
学
校
は
三
1
四
年
制
、
短
期
職
業
大
学
は
二

l
三
年
制
で
あ
る
。
た
だ
し
、

医
学
な
ど
の
専
攻
分
野
と
一
部
の
大
学
は
五
年
制
以
上
を
採
用
し
て
い
る
。

注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
「
j

大
学
L

の
名
称
の
み
で
断
言
で
き
な
い

こ
と
で
、
た
と
え
ば
洛
陽
大
学
、
江
漢
大
学
、
上
海
大
学
な
ど
は
国
家
の
中
央
や
委

員
会
、
省
政
府
が
管
轄
す
る
正
規
の
大
学
で
は
な
く
、
大
都
市
が
設
置
し
た
公
立
の

高
等
教
育
学
校
で
修
学
期
聞
は
二

i
三
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
成
績
に
よ
っ

て
は
飛
び
級
や
繰
上
げ
卒
業
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
国
公
立
高
等
教
育
機

関
の
ほ
か
に
、
私
立
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
校
へ
の
入
学
は
、
本
人
の
入
学
希
望
と
統
一
入
学
試
験
の
結
果
を
勘

案
し
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
人
気
の
あ
る
専
攻
分
野
の
レ
ベ
ル
は
高
く
な
り
、

不
人
気
分
野
で
は
相
対
的
に
低
く
な
る
。

高
等
教
育
を
受
け
る
た
め
に
統
一
試
験
を
経
る
が
、
入
学
に
学
科
試
験
に
よ
る
現

行
の
選
抜
方
法
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
七
七
年
か
ら
で
あ
る
。
六
六
年
か
ら
六
九
年

-157ー
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ま
で
は
文
化
代
革
命
に
よ
っ
て
学
生
募
集
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
募
集
が
再
開
さ
れ

た
と
き
、
た
と
え
ば
北
京
大
学
は
七
0
年
に
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
か
ら
二
三
0
0

人
を
推
薦
に
よ
っ
て
採
用
し
た
。
彼
ら
は
三
年
間
の
学
習
を
経
て
七
三
年
に
卒
業
し

た
。
こ
の
こ
ろ
、
労
働
者
職
員
大
学
や
農
民
大
学
、
業
余
大
学
干
部
学
校
な
ど
が
広

く
設
立
さ
れ
た
。

七
七
年
か
ら
職
業
経
験
の
な
い
高
校
生
も
成
績
に
よ
っ
て
大
学
へ
直
接
、
入
学
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
選
抜
は
学
科
試
験
に
よ
る
方
法
の
み
で
は
な
い
。

こ
れ
を
基
本
に
す
る
も
の
の
、
除
々
に
高
校
か
ら
の
推
薦
、
指
定
校
推
薦
、
内
申
書

の
活
用
、
卒
業
後
の

U
タ

l
ン
を
条
件
に
し
た
特
定
地
区
や
分
野
か
ら
の
受
験
生
の

優
待
、
同
様
に
そ
こ
か
ら
の
委
託
生
の
受
入
れ
、
授
業
料
を
自
弁
す
る
学
生
の
受
入

れ
枠
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。
面
白
い
と
こ
ろ
で
は
、
少
年
ク
ラ
ス
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
は
中
学
生
程
度
の
年
齢
で
あ
っ
て
も
知
力
の
高
い
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
学
生
は
小
学
を
五
年
間
学
ん
だ
だ
け
で
大
学

に
入
学
、
一
九
歳
で
理
論
物
理
博
士
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
の
学
生

は
、
大
学
本
科
を
一

i
二
年
繰
り
上
げ
て
卒
業
す
る
者
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
中
国
で
は
八
一
年
ま
で
、
学
士
号
・
碩
士
号
・
博

士
号
な
ど
の
学
位
授
与
を
行
わ
な
か
っ
た
。
学
位
を
授
与
し
は
じ
め
た
の
は
、
中
国

に
学
位
委
員
会
が
成
立
し
、
同
年
の
公
布
に
よ
り
制
度
と
し
て
確
立
し
た
。
学
位
の

審
査
・
授
与
は
国
務
院
の
定
め
た
大
学
、
研
究
機
関
が
行
う
。
博
士
学
位
の
授
与
機

関
は
中
国
科
学
院
、
中
国
科
学
技
術
大
学
、
復
旦
大
学
、
山
東
大
学
、
華
東
師
範
大

学
な
ど
で
あ
る
。
八

0
年
か
ら
八
三
年
五
月
ま
で
に
学
士
三
二
万
人
余
り
、
碩
土
一

万
四
千
八
一
五
人
、
博
士
一
八
人
が
誕
生
し
た
@
。
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(
4
)
高
等
教
育
(
社
会
人
教
育
)
(
五
年
制
の
寸
夜
間
L

寸
通
信
」
大
学
)

全
日
制
の
課
程
以
外
に
社
会
人
教
育
と
し
て
、
夜
間
大
学
、
通
信
大
学
、
テ
レ
ビ

大
学
、
工
場
が
設
置
す
る
労
働
者
職
員
大
学
、
農
民
大
学
な
ど
の
業
余
大
学
が
あ
る
。

や
は
り
本
科
と
専
科
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
有
職
者
へ
の
教
育
と
し
て
の
性
格
が
強

378 

ぃ
。
そ
の
た
め
、
職
場
と
学
業
と
の
関
係
に
は
就
業
時
聞
を
工
面
し
て
学
ぶ
業
余
形

態
の
ほ
か
に
、
休
職
、
半
休
職
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
職
場
の
地
位
は
保
全
さ
れ
、

給
与
も
支
払
わ
れ
る
。
上
海
に
は
昼
間
は
小
学
校
で
、
夜
間
に
は
夜
間
大
学
に
成
る

大
学
も
あ
る
。

夜
間
大
学
は
「
夜
大
学
」
と
表
記
す
る
。
全
日
制
大
学
が
併
設
す
る
も
の
で
、
修

業
年
限
は
一
般
的
に
五
年
。
三
年
の
学
業
を
修
了
し
各
科
目
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、

高
等
専
門
学
校
の
卒
業
証
書
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
二
年
の
専
攻
課
程
を
修
了
し
て

試
験
に
合
格
す
る
と
大
学
卒
業
証
書
が
与
え
ら
れ
る
。
教
師
や
教
材
は
、
全
日
制
と

同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
八

0
年
の
時
点
で
は
、
三
年
以
上
の
専
科
生
、
四
年
以
上
の

本
科
生
、
と
あ
る
。

通
信
大
学
は
「
函
授
大
学
L

と
表
記
す
る
。
五
年
制
で
、
受
講
者
は
所
定
の
科
目

を
履
修
し
、
中
間
試
験
と
学
期
末
試
験
を
受
け
る
。
近
く
に
通
信
大
学
が
あ
れ
ば
、

週
四
i
六
時
間
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
受
け
ら
れ
る
。
分
校
も
各
地
に
開
設
さ
れ
て
い

る。

-158-

テ
レ
ビ
大
学
は
「
電
視
大
学
L

と
表
記
す
る
。
七
九
年
に
開
設
さ
れ
た
。
普
通
課

程
は
三
年
制
、
ほ
か
に
二
年
制
、
一
二
年
制
の
専
修
課
程
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
大
学
で
学

ぶ
者
に
は
、
入
試
に
合
格
し
た
正
規
の
テ
レ
ビ
大
学
生
の
ほ
か
に
、
入
試
を
経
て
い

な
い
一
般
聴
講
生
が
あ
る
。
一
般
聴
講
生
も
卒
業
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

合
格
す
れ
ば
正
規
の
学
生
と
同
様
の
修
了
証
書
や
卒
業
証
書
が
与
え
ら
れ
る
。
開
設

当
初
は
十
分
に
番
組
を
放
送
で
き
ず
、
学
生
募
集
と
履
修
に
支
障
を
き
た
し
た
が
、

そ
の
後
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
職
員
大
学
は
「
職
工
大
学
L

と
表
記
す
る
。

二
年
以
上
の
職
歴
を
も
っ
た
高
校
卒
業
程
度
の
者
を
入
学
さ
せ
、
高
等
専
門
学
校
並

み
の
専
門
家
養
成
を
目
的
と
す
る
。
三
年
制
(
休
職
)
と
四
年
制
(
業
余
)
が
あ
り
、

課
程
を
修
了
し
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
卒
業
証
書
が
発
行
さ
れ
、
高
等
専
門
学
校

卒
業
程
度
と
し
て
の
待
遇
と
な
る
。
農
民
対
象
の
農
民
大
学
は
、
統
計
上
は
職
工
大

学
と
一
括
で
あ
る
。
七
五
年
こ
ろ
に
設
立
さ
れ
た
当
初
の
こ
れ
ら
の
学
校
の
修
業
年

限
は
半
年
か
ら
一
年
の
も
の
、
二
年
な
い
し
三
年
の
も
の
、
四
年
の
も
の
な
ど
多
様
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で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の
労
働
者
業
余
大
学
は
四
つ
の
専
攻
科
を
も

ち
、
修
業
年
限
は
四
年
、
大
学
@
高
等
専
門
学
校
と
同
水
準
の
教
育
を
受
け
、
卒
業

後
は
大
学
卒
業
の
条
件
で
採
用
さ
れ
た
。

主要諸外国の学校教育と日本との比較

以
上
が
、
中
国
の
学
制
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
日
本
の
専
門
学
校
に
あ

た
る
私
立
学
校
も
就
職
に
有
利
な
こ
と
か
ら
人
気
が
あ
る
。
職
場
で
は
、
専
修
班
と

よ
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
も
、
社
会
人
教
育
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
中
国
の
学
制
に
よ
る
大
学
入
学
資
格
と
し
て
の
学
歴
年
数
と
、

日
本
の
そ
れ
と
の
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
二
一
年
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
れ

ば
、
高
級
中
学
卒
業
時
点
で
は
相
当
多
数
の
者
が
こ
れ
に
達
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

近
年
ま
で
、
小
学
の
全
児
童
数
の
四
割
が
五
年
制
の
小
学
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
併
せ
れ
ば
、
こ
れ
は
長
期
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
る
課
題
で
あ
る
。
前
述
の
と
お

り
、
中
国
の
領
事
館
は
高
級
中
学
卒
業
を
も
っ
て
一
二
年
の
学
歴
年
数
と
み
な
す
推

薦
状
は
文
化
大
革
命
の
さ
な
か
の
教
育
改
革
に
よ
る
学
歴
上
の
犠
牲
者
を
救
済
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
は
、
正
式
な
課
程
で
さ
え
も
こ
の
措
置

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
国
で
の
大
学
入
学
資
格
と
な
る

学
歴
年
数
を
日
本
で
も
適
用
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
中
国
の
み
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
ご
ろ
中
国
は
、
大
学
お
よ
び
大
学
院
卒
業
者
の
私
費
留
学
に
よ
る

出
国
を
制
限
し
た
。
そ
れ
は
、
通
常
の
卒
業
生
は
学
費
が
国
家
負
担
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
私
費
留
学
を
希
望
し
て
も
卒
業
後
に
五
年
間
の
勤
労
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
に
達

し
な
い
者
は
一
定
額
の
育
成
費
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
約
一

0
万
人
の
私
費
大
学
生
と
高
級
中
学
卒
業
生
に
は
適
用
さ
れ
な

い
。
こ
の
こ
と
で
、
大
学
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
新
た
な
留
学
生
人
数
に
減
少

傾
向
が
で
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
国
内
で
の
大
学
進
学
を
避
け

た
留
学
生
が
増
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
高
級
中
学
卒
業
一
ー
ま
で
の
一
二
年
の
学
歴
評
価

を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
現
在
以
上
に
必
要
と
な
る
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
我
が

国
に
お
い
て
コ
一
年
の
大
学
出
身
者
も
七
六
年
ま
で
大
学
院
で
受
入
れ
て
い
た
が
、
大

学
=
一
年
編
入
の
受
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
学
制
の
国
際

化
に
つ
れ
て
こ
れ
ら
の
相
互
乗
入
れ
を
国
際
的
に
取
り
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

〉
勺
ノ
。

注

①
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史
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仕
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I
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2
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、
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統
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あ
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。
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掲
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掲
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福
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著著

江露骨向以美蘭富農，人文葺草著称.江亦:Il中国高等

教育事止出綾定法的省掛之ー.据ー九八四年続廿，金書共

有全日割普通商校個所，其中文理科綜合偉大学Z所，理工

院柱22所，衣梓践校4所，医荷院技9所，師iB院枝10所，

財短院枝 3~奇，政法、体育、芭末、商~院投各一所，短期羽

並大学16所.在捜学生田000人.現有31所院校有根授予学

士事位， 26所院柱276t-学科..手並点有tt授予碩士学位，

18所院枝曲+学科、曹並点有根授予博士学位.

随着高帯教育事虫的宜展，江草高校巳拘有一支具有一

定水平的師資臥伍，現有守径数舟20167人〈其中教授307人，

副教授2027人，講師9410人，教貝1979人，助教674.4人>. 

江草各実高等学校与圏外ー些大学的合作、交流也是出

製宙開的.一九七六年以来，帝京大学、南京主学院、年京

本利芋院:甫京諸学院、元燭笹工並学院、南京姉詑大学、

甫車中医学院等七所学校接牧了来自581'国家和地区的近

1000畠菌学生.目前対外国園学生弄設的宇.'lk有訳i喜i吾盲文

学、考古、申国厨車、中国哲学史.政治経自作学、 中国語

簿、廿算杭軟件、"t車学、戸学、元銭屯技求、公路工程、

工並且民用建筑、建筑学、屯力車続車其自劫化、路地水

士‘本"'J水車工程建筑、水屯繍劫カ世吾、港口友航道工

程、主醇工程、食品工程、油脂工程.験官加工工程、諸学、

中詩、中医、骨，.帯.今后，陸着対外交流的不断深入，向

外国圃孝生奔放的脅止述要増加.先糊足外国人来隼短期学

司的需要，自一九七九年汗始，有美高桟挙亦了訳酒、事十

虫、古建筑、申国厨虫等実短期学司斑〈毎期肘伺 (-8

周，包括10夫事現梯覧>，IA今年汗柏，王E格増#J.中国音E罪、

美木、国林、武木、烹情、事法等実短期斑，全年招l位外国

学貝.

変
革
期
の
ア
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リ
カ
教
育
(
大
学
編
〉

東
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堂

著

一一
一
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。

江亦高教
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の
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日
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五
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グ
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長
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学
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要
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受
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た

主要諸外国の学校教育と日本との比較

江亦高教
j IANGSUGAOJIRO 

根据岳大学教学、科研的需要，有涯20研学校事情外国

教師jJ校工作.目前在控任教的外国教野有70余人.毎年有

300多位外国教授、学者到各大学短期週中学和合作研究.同

吋，各大学毎年也有一豊教師盛時j¥lJjjif外静学、合作或道修

学耳.

由各大学包成的江赤省高等院枝園豚交流協会，己主吉美

園州立大学岳会，模大刺豆集多利豆州~宵都連立了友好交

龍美亙.江主E省高等院枝問原交龍協会，盟意在平等互甲j的

基硝上，定震与各国教育界的友好交往，井負責跡調江;lj;岳

大挙対外合作主事交斑工作.

附s江主主省高等学校分布情況.

甫京続発工程守科学校

江古:公安寺科学伎

南京杭械寺科学校

甫京市表並寺科学校

甫京市金陵限並大学

甫京能源工程学院

南京財貿学院

南京宵オ大学

江謂:金融寺科学説

南京市

p
h
u
 

噌

i

南京大学

甫京工学院

南京野抱大学

南京衣北大学

南京航空学院

隼京木利学院

年京工学院

南京『草学院

南京郎屯学院

南京林学院

南京化工学諒

南京諸学院。

南京量生道医学院

南京医学院

南京中医学誌

甫京芝木学誌

南京体育学院

甫京建筑ヱ霊学院

南京根官経訴学院

甫京化工功力守科学技

領江市

常州市

元錫市

3t州市

江草:工学院

棋江絹鮪牢院

境江医学院

鎮江府龍寺科学注

棋江市駅並大学

江主E化工学院

常州エ!!k技木学院

謂:州大学

;lj;州医学院

謂:州盤調工学院

亦州犠道姉話学院

元錫程工止学院

江南大学
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Higher Education of 

Jiangsu Provmce 

liangsu Province， knowo for lts beautiful 5C-

enery， ferti1e land and div..etsr!y órt~~問H広peo

ple J is also.oQe of tbe highest ed-qi::.iti.pnally.a.:dva-

nced provinces in China.. The 1984 sta\i~tr.ë's'4how 

that there 8re 69 full-ti m.e 同 stitut何回。c.higher 

learning iu tbe provInce. These 8re 2 unlversities， 
22 InsHtutioDs of science aod tecbnology， " colleg一
目。ragriculture 80d forestry， 9 col1eges of medi": 

dne and pbar rnacy， 10 teachers I UQIveuitles and 

col1eg日， 3 InstitutioDS of {in8nee and eCOQO皿 iC5，
。neinStitutioD e8ch of law， physical educaHoQ， 
8rts and commerce aod "16 short-t町皿 yocational

institutioDS， Tbe present encoll me且ttotals 95，000. 
There are DOW 31 institutions empowered to c。也f-

町 tbeBachelor degree， 26 institutioos tbe Master 
degree io 216 diseIplioes， e.od 18 institutioos the 
目。ctor's degree io 89 disciplines. 

Because o! the deTelop ment o! bigber educatioo 

the instituion~ in Jiangsl1 Provioce oo"" possess a 

teaching sta[f that is， pco!essi.onally qualiIied and 
academically adTanced. The !ull-ti me facl11ty tot-

als 20，467， iocludiog 307 profe5sors， 2，021 associa 
te pro!essors， 9，4.l0 lectl1rers， 1，919 teachers and 

6，744 assistants. 
The inslitutions in Jiaogsu Province Ilre io c1-

。se comml1oication and cooperation with th白 r

達云港市

連云港北学!T!It守科学校

連云港駅北大学

権海大学

事州蚕桑守科学校

主主州府活苧科学控

草州市駅並大学

常熟駅並大学

沙測駅!Itエ学院

南通市

南通医学院

甫適翁訊ヱ学院

南通師詰号科学校

南通駅北大学

揚州市

江章表学院

揚州姉語学院

初州医学院

揖州工!It寺科学設

江;Jj:水車I工程号科学校

江草宵止寺科学校

揚州市駅止大学

徐州市

中国!T!It学院

徐州医学院

徐州蹄詑学院

徐州押施曹科学校

彰峨駅並大学

港関市

t豊岡町龍寺科学筏

港関市駅此大学

盆城市

盆城工!It守科学捜

盆核抑誌守科学桂

R..間町田 ed at &lI.y time of出eyear as requi.ced by the stu- couoterparts abroad. S ioce 1916 about 1，000 (orei-
deot. g'n studenU from ill.叫it叫 i。且5in 58 couotries 'and 

NaaH珂 M叫日間logical1回 titute
Naojiog Io5titllte of P 05tS and T elecommunic:モ Toflllfill the reqllirement for teachiog and areas baTe been a巴ceptedto I>tudy io seven illsUtl1ti。ー

scielltiHc research， nearly 20 institl1tion5 have em- os bere. These &re Nanjing Uoiversity， Naojing 
ations 

Naajing Focestry In5titute ployed OTer 10 foreigo experts as {ull回 timefe.culty Institute o( Technology， East China T'echnical 
h 回jingInstitute of Cbemical Engioeering 出 5year ・ ~esides thesc， more tban 300 !oreign University of Water Resollcces J Nanjlng College 

Nanjing C ollege of P har皿acy pro(essors and scholars come every year to lectllre o( Pharmacy， Wuxi Institute o( Light Industry， 
Na且jiagRailway Medical College 。rd。researchwork at the iBSHUtions.At the NaE11BZ Teachers，L1naversity，Naaling colleR 

Nanjing Medical College saOle time t日 cherso[ liangsu Institutions have been of Traditional Chinese Medicioe:. At present J op-

N.町同区 Collegeo{ Traditlonal Chinese Meて sent abroad to lecture， study or do research work:. en to (oreign students are 5uch .specialities as (oll・

dicine liaa.gsu Ass町 iation o{ Higber Education for ows， Chinese laoguage and literature J Archaeol-

Nanjing Institute o[ Art International Exchange <IA H  EIE) ， cOOlposed o[ ogy，. Cbinese History， Histocy o( Chinese Phi四

HaEizaz IESuttate of Fhyheal Cultuze all the institutions ot higher leazEtsg，has establτiosophy， Political Econo囚 y，Cbinese Law， Co-
Naojing Institute o( Architectllral E且gineeri.ng i.shed {riendly relati.ons witb the American A目。c- mpu.ter Soitware， Meteorology， Acoustics， Radio 
Hanilag ISHituu。IF。。dEC020mics iatioaof SMHColleges aadtJaiHrhues〈AAS目下echsology，Highway Engineedng， Civil and Ind-
Na叫 ingTechnical School of MechanicaL PO- CU) and the Educatioa. Department of Victoria， ustrial Building， A目 hitectllre，Eledrical Powe-

N'nμng Technical School o( Nevigation En-

gineering 

Jiangsu P ublic Security School 

Nanjing Machine B ulldiog T echnica1 School 

Nanjiog City School o! Agricultu日

linling Vocational University 
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In: Zhenj iang 

Jiangsu Institllte of Tecboology 

Zheajiang Shipbuilding lo5titute 

Zhenjiang Medical College 

Australia. r System and Its A叫 omation.Hydrology， Hydrau-
JAH EI E is ready to develop ties o! friendship 1ic 5 tructures. M:Ccha山 caland Electrical Instalト

¥vitb all tbe foreign educational circles on the ba-

sis of equality and mutual bene[it. And it is問，-
po薗sibleior coordinating the coop町叫ion and ca-

mmllnicatioo between our institlltio回 and those 

abroad. 
A ttached js n list of tbe Instit叫何回。(higher 

learoing in Jiaogsll Provιace. 

In Nanjing 

Nanjing University 

Naojtng Institute of Technology 

Nanji.ng Teachers' UniTersity 

Nanjiog Agricultu.ral Univer~ ‘ t1 

Nanjing Instituh of Aeronalltical Engineerioc 

East China Technical UoiTersity ol Watec 

4
4
 

β
h
U
 

1
i
 

ations oC Hydro-electric Plants， Wllt町 way and 

Harbour Engineeriog 1 Zy皿olitic Engineering， 
Food EngineetIng， Grease Engineering.， Grain 
P rocessing Engineering， P harmacy， T raditional 

Chinese P har'inacy J T raditional Chinese Medici-

b.e.， ACllpuncture， and more. Foreitn stu.dents 

wiU enjoy a choi.ce o( additiooal specia1ities as 

commuoication with (oreig且 countrtescontioues to 

grow. 

Since 19i9 in order to m目 tthe need5 of sborト

term foreigo 5tudent5同 stitutionshave oHered pr-

。grams回 Cbin回 e，Acupu.nctllce， AiI，cie叫 Arc-

bitecture aod Chinese Historr. Beginning this 

year， additiono.l program5 w111 be oHered in Chト

旧日 MusIc，Fioe Arts， G町 dening，Martial Arts， 
C ookery，. and C alligraphy. T邑esemay be stad-
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Zhenjiang T eachers' C ollege 

Zhenjiang C ity Yocational Universitr 

In i'干UXl

Jiangnan (South yangtz River) UniverSity 

Wuxi Institute o{ L ight Industry 

'{angzhou Teacbers' College 

yangz.hou Mellical Col1ege 

yangzhou Institute of TecbnoloKY 

}iangsu T echnical lnstitute oC Hydraulic Eh-

gineering 
1iangsu C ommerce C ollege 

yangz.bou Crty Vocational University 

In Changzhou 

Jiangsu Institute of Chemical Engineecing 

Changzhou Technical Institute oC Industry 

Suzhou University 

Suz:b.ou Medical C ollege 

Suz.hou. Silk Engineering Institute 

SUZbOLl Railway Teachers' College 

Suzbou. TechnicaL 5<::hool of Sericulture 

Suzhou C ity Vocational UnIvecsity 

Changshu Voc8tional University 

Shazbou VocAtional Instihtte of Technology 

@
中
国
研
究
所

@
藤
堂
明
得

三
頁
。

In Nantong 

Nanton& Medical C ol1ege 

Na瓜tongT extile Engineering Institute 

Nantong Teachers' Collge 

Nantong Vocati.onal University 

In Yangzhou 

Jiangsl1 Agriculture.l College 

In Suzhou 

@
藤
堂
明
得

In Xuzhou 

China Institute of Mining Techoology 

Xu.zhou Medical College 

XUZhOl1 Teachers' Col1ege 

Xuzbou Teacbers' Trainiog Institute 

Peogcbeng Vocational University 

In Huaiying 

Huaiying Teacbers' Training Institute 

Huaiying City Vocatjonal UlliversitY 

In Yancheng 

yancheng _ Engi且eeringInstitute 

yancheng Teachers' Trainiog 1凪stitute

In Lianyungang (seaport) 

LianYl1ngang Technical Institute of Chemical 

Mioing Eogineering 

Lianyungang Vocational Uoiversitr 

Huaihai University 

@
東
南
大
学
〈
江
蘇
省
南
京
市
)
、
揚
州
大
学
(
揚
州
市
)
、
蘇
州
職
業
大
学
(
蘇

州
市
)
、
北
京
商
業
学
院
(
北
京
市
)
等
の
大
学
案
内
及
び
大
学
関
係
者
よ
り

の
説
明
を
統
合
し
て
記
載
し
た
。

な
お
、
中
国
に
お
い
て
も
か
つ
て
の
日
本
と
同
じ
く
タ
コ
足
大
学
と
云
わ
れ

分
教
し
て
い
た
が
、
日
本
の
大
学
が
総
合
化
さ
れ
た
様
に
目
下
総
合
大
学
化

さ
れ
て
い
る
。
(
例
え
ば
七
つ
の
単
科
大
学
が
総
合
さ
れ
て
揚
州
大
学
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
実
際
は
七
つ
の
単
科
大
学
の
集
合
で
あ
る
。
)

@

中

国

研

究

所

編

中

国

年

鑑

九

一

年

版

大

修

館

書

庖

頁。

一
六

0

他
編

他
編 編

前
掲
書

最
新
中
国
情
報
辞
典

株
式
会
社
小
学
館

前
掲
書

参
考
文
献
(
欧
文
)

二
ハ
一
頁
。

八
四
五
頁
。

Brubacher. J. 5. & Rudy. 'W.: Hig"er Educalion in Tran$ition. Revi5ed & Enlarged. Harper & Row Publi.hers. 

1968. 
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